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交換期限
2033年期限表示シール（例）

製品には、このような期限表示シールが貼付されております。

ＬＰガスの安全・安心は期限管理からＬＰガスの安全・安心は期限管理からＬＰガスの安全・安心は期限管理からＬＰガスの安全・安心は期限管理から

『ＬＰガス安心サポート推進運動』を支援しております。

一般社団法人
日本エルピーガス供給機器工業会
〒105−0004  東京都港区新橋5−20−4（新虎サウスビル3F）
TEL ０３−５７７７−１９７４　　FAX ０３−５７７７−１９８５

供給機器の交換期限

保 安 確 保 機 器
年数

（Ⅰ類） （Ⅱ類）

調　　 整　　 器 10 年 ７年

高 圧 ホ ー ス 10 年 ７年

低 圧 ホ ー ス 10 年 ７年

ガスメーター（法定検満期間） ７年・10 年

液石法告示第 121 号第５条「期限管理」に基づく。

ＬＰガスの安全・安心は期限管理から

マイコンメーターの検定有効期間は
7 年または 10 年

圧力調整器・高圧ホース・低圧ホース
の交換期限は７年または 10 年

2030年4月

19000

有効期限

2033
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１　経済産業省からの通知文書

　事業団広報第223号が発行された令和５年１月15日以降、当財団においては、経
済産業省から次の通知文書を受け取りました。
　都道府県ＬＰガス協会の中には、これらの文書をホームページなどで周知してい
るところも見受けられますが、あらためて本誌にも掲載して関係者にお知らせいた
します。

⑴　建設工事等におけるガス管損傷事故の防止について（協力依頼）
　　（令和５年３月10日）

⑵　住宅塗装工事等におけるガス機器の給気・排気部の閉塞による
　　一酸化炭素中毒事故の防止について（協力依頼）（令和５年３月10日）

⑶　液化石油ガス保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則の機能性基準
　　の運用についての一部を改正する規程について（通知）（令和５年３月30日）

⑷　�液化石油ガス保安の確保及び取引の適正化に関する法律および関係政省令の運
用及び解釈の基準について等の一部を改正する規程等について（通知）

　　（令和５年３月31日）

⑸　�液化石油ガス保安規則第93条の２、第96条（特定消費設備に係る事故に限る）
並びに液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第
131条第２項の運用について（令和５年３月31日）

⑹　�山小屋等に係る液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行
規則第17条の規程に基づく特則承認に関する審査等について（令和５年３月31日）
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経 済 産 業 省

２０２３０３０９保局第４号

令 和 ５ 年 ３ 月 １ ０ 日

一般財団法人全国ＬＰガス保安共済事業団

理事長 殿

経済産業省産業保安グループガス安全室長

建設工事等におけるガス管損傷事故の防止について（協力依頼）

標記の件について、ガス事故の内、建設工事等に起因する事故（他工事事

故）の防止に向けて、以下の関係省庁及び関係団体に対し、協力依頼を行いま

した。協力依頼の文書は、経済産業省ホームページに掲載しておりますので、

その旨お知らせします。

・ 厚生労働省労働基準局安全衛生部安全課建設安全対策室

・ 厚生労働省医薬・生活衛生局水道課

・ 国土交通省不動産・建設経済局建設市場整備課

・ 国土交通省不動産・建設経済局建設業課

・ 国土交通省水管理・国土保全局下水道部下水道事業課

・ 警察庁交通局交通規制課

・ 一般社団法人全国登録教習機関協会

なお、再発事故防止の観点から、貴団体においても会員のガス事業者等に対

し、以下の事項の周知をお願いします。

・ 建設工事等事業者に対し、建設工事等を実施する前には必ず、ガス管等

について液化石油ガス販売事業者に照会及び確認するとともに、ガス管を

見つけた場合には必ず、液化石油ガス販売事業者に連絡すること等につい

て周知を行うこと。

・ 必要に応じて建設工事等の実施に立ち会うこと。

・ 供給管及び配管の工事を行う際は、事故防止のため、次の点を確認する

こと。

① 工事事業者が特定液化石油ガス設備工事事業の届出を行っているか。

② 工事作業者が液化石油ガス設備士免状を有する者か、法定講習を適切

に受講しているか、及び工事作業時に免状を携帯しているか。
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業

省
産

業
保

安
グ

ル
ー
プ
ガ
ス
安
全
室
長

建
設

工
事

等
に

お
け

る
ガ

ス
管

損
傷

事
故

の
防
止
に
つ
い
て
（
協
力
依
頼
）

ガ
ス

事
業

者
（

都
市

ガ
ス

及
び

液
化

石
油

ガ
ス

の
供
給
に
係
る
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。

）
以

外
の

者
が

行
う

建
設

工
事

等
（

道
路

関
係
工
事
、
土
木
関
係
工
事
、
建
築
関
係
工

事
、

解
体

関
係

工
事

、
上

下
水

道
関

係
工

事
そ

の
他
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い

て
、

毎
年

ガ
ス

管
を

損
傷

す
る

等
の

事
故

が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ガ
ス
事
業
者
以

外
の

者
（

以
下

「
建

設
工

事
等

事
業

者
」

と
い

う
。
）
に
よ
る
ガ
ス
事
故
は
、
全
事
故
件
数

の
約

３
割

を
占

め
る

状
況

が
続

い
て

い
ま

す
。

最
近

の
事

故
事

例
で

は
、

敷
地

内
水

道
工

事
に

お
い
て
、
電
動
工
具
に
て
ガ
ス
管
を
損
傷

さ
せ

た
際

に
漏

出
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
、

作
業

員
１
名
が
負
傷
す
る
事

故
（
２
０
２
１
年
８

月
）

や
、

解
体

工
事

の
重

機
作

業
時

に
お

い
て

、
誤
っ
て
ガ
ス
管
（

灯
外

内
管
）
及
び
水
道

管
を

損
傷

し
、

損
傷

し
た

ガ
ス

管
へ

水
道

管
か

ら
の
水
が
流
入
し
た
こ
と
で
、
本
管
を
閉
塞

さ
せ

、
近

隣
の

複
数

の
建

物
に

対
す

る
供

給
支

障
事
故
（
２
０
２
２
年
２
月
）
が
あ
り
ま
し

た
。 建

設
工

事
等

に
起

因
す

る
事

故
の

原
因

と
し

て
は
、
建
設
工
事
等
事
業
者
が
、

①
ガ
ス
管

の
存

在
を

知
ら

ず
に

工
事

に
着

手
し

た
、

②
目

的
の
配
管
と
誤
っ
て
ガ
ス
管
を
切
断
し
た
、

③
ガ

ス
管

の
埋

設
位

置
を

誤
っ

て
認

識
し

て
い

た
、
④
ガ
ス
臭
に
気
付
い
た
が
そ
の
ま
ま
作

業
を

続
け

、
そ

の
後

漏
え

い
ガ

ス
に

着
火

さ
せ

た
、
⑤
ガ
ス
事
業
者
へ
事
前
照
会
を
行
っ
て

い
た

も
の

の
、

確
認

し
た

内
容

を
現

場
作

業
員

に
伝
え
て
い
な
か
っ
た

等
、
建
設
工
事
等
事

業
者

の
確

認
ミ

ス
等

と
な

っ
て

い
ま

す
。

経
済

産
業

省
で

は
、

こ
の

よ
う

な
建

設
工

事
等

に
お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故

の
発

生
防

止
の

観
点

か
ら

、
ガ

ス
業

界
と

協
力

し
て
建
設
工
事
等
事
業
者
に
対
す
る
啓
発
や

広
報

活
動

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
こ

の
よ

う
な

建
設

工
事

等
に

お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故
の

発
生

防
止

の
観

点
か

ら
、

建
設

工
事

等
事

業
者

に
対
し
、
以
下
の
要
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
建
設

工
事

等
の

前
に

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

対
し
、
ガ
ス
管
の
有
無
、
そ
の
配
置
及
び
使

用
状
況

に
つ

い
て

照
会

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に
応
じ
、
当
該
建
設
工
事
等
に
ガ
ス
事
業

者
へ
立

会
い

を
求

め
る

こ
と

。

・
ガ
ス
事
業
者
に
照
会
し
て
得
ら
れ
た
情
報
は
、
現
場
の
工
事
作
業
者
全
員
に
周
知
を
行

い
、
適
切
な
工
事
作
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
ガ
ス
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
付
近
で
は
、
火
気
や
電
動
工
具
の
使
用
を
避
け
、
特
に
慎

重
に
手
掘
り
等
で
作
業
す
る
こ
と
。

・
敷
地
内
に

引
き
込
ま
れ
る
埋
設
ガ
ス
管
は
、
歩
道
部
や
車
道
部
の
浅
い
箇
所
に
存
在
す

る
場
合
が
多

い
た
め
、
特
に
注
意
す
る
こ
と
。

・
建
設
工
事

等
の
際
、
ガ
ス
管
又
は
ガ
ス
管
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
埋
設
管
を
見
つ
け

た
と
き
は
、

ガ
ス
事
業
者
に
連
絡
す
る
こ
と
。

・
ガ
ス
の
臭

い
を
感
じ
た
時
は
、
火
気
や
電
動
工
具
の
使
用
を
中
止
し
、
す
ぐ
に
ガ
ス
事

業
者
に
連
絡

す
る
こ
と
。

（
同
封
資
料
）

・
参
考
資
料

建
設
工
事
等
事
業
者
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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損
傷

し
た

ガ
ス

管
へ

水
道

管
か

ら
の
水
が
流
入
し
た
こ
と
で
、
本
管
を
閉
塞

さ
せ

、
近

隣
の

複
数

の
建

物
に

対
す

る
供

給
支

障
事
故
（
２
０
２
２
年
２
月
）
が
あ
り
ま
し

た
。 建

設
工

事
等

に
起

因
す

る
事

故
の

原
因

と
し

て
は
、
建
設
工
事
等
事
業
者
が
、

①
ガ
ス
管

の
存

在
を

知
ら

ず
に

工
事

に
着

手
し

た
、

②
目

的
の
配
管
と
誤
っ
て
ガ
ス
管
を
切
断
し
た
、

③
ガ

ス
管

の
埋

設
位

置
を

誤
っ

て
認

識
し

て
い

た
、
④
ガ
ス
臭
に
気
付
い
た
が
そ
の
ま
ま
作

業
を

続
け

、
そ

の
後

漏
え

い
ガ

ス
に

着
火

さ
せ

た
、
⑤
ガ
ス
事
業
者
へ
事
前
照
会
を
行
っ
て

い
た

も
の

の
、

確
認

し
た

内
容

を
現

場
作

業
員

に
伝
え
て
い
な
か
っ
た

等
、
建
設
工
事
等
事

業
者

の
確

認
ミ

ス
等

と
な

っ
て

い
ま

す
。

経
済

産
業

省
で

は
、

こ
の

よ
う

な
建

設
工

事
等

に
お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故

の
発

生
防

止
の

観
点

か
ら

、
ガ

ス
業

界
と

協
力

し
て
建
設
工
事
等
事
業
者
に
対
す
る
啓
発
や

広
報

活
動

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
こ

の
よ

う
な

建
設

工
事

等
に

お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故
の

発
生

防
止

の
観

点
か

ら
、

建
設

工
事

等
事

業
者

に
対
し
、
以
下
の
要
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
建
設

工
事

等
の

前
に

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

対
し
、
ガ
ス
管
の
有
無
、
そ
の
配
置
及
び
使

用
状
況

に
つ

い
て

照
会

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に
応
じ
、
当
該
建
設
工
事
等
に
ガ
ス
事
業

者
へ
立

会
い

を
求

め
る

こ
と

。
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・
ガ
ス
事
業

者
に
照
会
し
て
得
ら
れ
た
情
報
は
、
現
場
の
工
事
作
業
者
全
員
に
周
知
を
行

い
、
適
切
な

工
事
作
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
ガ
ス
管
が

埋
設
さ
れ
て
い
る
付
近
で
は
、
火
気
や
電
動
工
具
の
使
用
を
避
け
、
特
に
慎

重
に
手
掘
り

等
で
作
業
す
る
こ
と
。

・
敷
地
内
に
引
き
込
ま
れ
る
埋
設
ガ
ス
管
は
、
歩
道
部
や
車
道
部
の
浅
い
箇
所
に
存
在
す

る
場
合
が
多
い
た
め
、
特
に
注
意
す
る
こ
と
。

・
建
設
工
事

等
の
際
、
ガ
ス
管
又
は
ガ
ス
管
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
埋
設
管
を
見
つ
け

た
と
き
は
、

ガ
ス
事
業
者
に
連
絡
す
る
こ
と
。

・
ガ
ス
の
臭

い
を
感
じ
た
時
は
、
火
気
や
電
動
工
具
の
使
用
を
中
止
し
、
す
ぐ
に
ガ
ス
事

業
者
に
連
絡

す
る
こ
と
。

（
同
封
資
料
）

・
参
考
資
料

建
設
工
事
等
事
業
者
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

 

経
済

産
業

省 ２
０
２

３
０
３

０
９

保
局

第
４
号

令
和

５
年

３
月

１
０

日

国
土

交
通

省
不

動
産

・
建

設
経

済
局

建
設

市
場
整
備
課
長

殿

経
済

産
業

省
産

業
保

安
グ

ル
ー
プ
ガ
ス
安
全
室
長

建
設

工
事

等
に

お
け

る
ガ

ス
管

損
傷

事
故

の
防
止
に
つ
い
て
（
協
力
依
頼
）

ガ
ス

事
業

者
（

都
市

ガ
ス

及
び

液
化

石
油

ガ
ス

の
供
給
に
係
る
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。

）
以

外
の

者
が

行
う

建
設

工
事

等
（

道
路

関
係
工
事
、
土
木
関
係
工
事
、
建
築
関
係
工

事
、

解
体

関
係

工
事

、
上

下
水

道
関

係
工

事
そ

の
他
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い

て
、

毎
年

ガ
ス

管
を

損
傷

す
る

等
の

事
故

が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ガ
ス
事
業
者
以

外
の

者
（

以
下

「
建

設
工

事
等

事
業

者
」

と
い

う
。
）
に
よ
る
ガ
ス
事
故
は
、
全
事
故
件
数

の
約

３
割

を
占

め
る

状
況

が
続

い
て

い
ま

す
。

最
近

の
事

故
事

例
で

は
、

敷
地

内
水

道
工

事
に

お
い
て
、
電
動
工
具
に
て
ガ
ス
管
を
損
傷

さ
せ

た
際

に
漏

出
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
、

作
業

員
１
名
が
負
傷
す
る
事

故
（
２
０
２
１
年
８

月
）

や
、

解
体

工
事

の
重

機
作

業
時

に
お

い
て

、
誤
っ
て
ガ
ス
管
（

灯
外

内
管
）
及
び
水
道

管
を

損
傷

し
、

損
傷

し
た

ガ
ス

管
へ

水
道

管
か

ら
の
水
が
流
入
し
た
こ
と
で
、
本
管
を
閉
塞

さ
せ

、
近

隣
の

複
数

の
建

物
に

対
す

る
供

給
支

障
事
故
（
２
０
２
２
年
２
月
）
が
あ
り
ま
し

た
。 建

設
工

事
等

に
起

因
す

る
事

故
の

原
因

と
し

て
は
、
建
設
工
事
等
事
業
者
が
、

①
ガ
ス
管

の
存

在
を

知
ら

ず
に

工
事

に
着

手
し

た
、

②
目

的
の
配
管
と
誤
っ
て
ガ
ス
管
を
切
断
し
た
、

③
ガ

ス
管

の
埋

設
位

置
を

誤
っ

て
認

識
し

て
い

た
、
④
ガ
ス
臭
に
気
付
い
た
が
そ
の
ま
ま
作

業
を

続
け

、
そ

の
後

漏
え

い
ガ

ス
に

着
火

さ
せ

た
、
⑤
ガ
ス
事
業
者
へ
事
前
照
会
を
行
っ
て

い
た

も
の

の
、

確
認

し
た

内
容

を
現

場
作

業
員

に
伝
え
て
い
な
か
っ
た

等
、
建
設
工
事
等
事

業
者

の
確

認
ミ

ス
等

と
な

っ
て

い
ま

す
。

経
済

産
業

省
で

は
、

こ
の

よ
う

な
建

設
工

事
等

に
お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故

の
発

生
防

止
の

観
点

か
ら

、
ガ

ス
業

界
と

協
力

し
て
建
設
工
事
等
事
業
者
に
対
す
る
啓
発
や

広
報

活
動

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
こ

の
よ

う
な

建
設

工
事

等
に

お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故
の

発
生

防
止

の
観

点
か

ら
、

建
設

工
事

等
事

業
者

に
対
し
、
以
下
の
要
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
建
設

工
事

等
の

前
に

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

対
し
、
ガ
ス
管
の
有
無
、
そ
の
配
置
及
び
使

用
状
況

に
つ

い
て

照
会

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に
応
じ
、
当
該
建
設
工
事
等
に
ガ
ス
事
業

者
へ
立

会
い

を
求

め
る

こ
と

。
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経
済

産
業

省 ２
０

２
３

０
３

０
９

保
局

第
４

号

令
和

５
年

３
月

１
０

日

警
察
庁
交
通
局

交
通
規
制
課
長

殿

経
済
産
業
省
産
業
保
安
グ
ル
ー
プ
ガ
ス
安
全
室
長

建
設
工

事
等
に
お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
（
協
力
依
頼
）

ガ
ス
事
業
者
（
都
市
ガ
ス
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
に
係
る
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
以
外
の
者
が
行
う
建
設
工
事
等
（
道
路
関
係
工
事
、
土
木
関
係
工
事
、
建
築
関
係
工

事
、
解
体
関
係
工
事
、
上
下
水
道
関
係
工
事
そ
の
他
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い

て
、
毎
年
ガ
ス
管
を
損
傷
す
る
等
の
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ガ
ス
事
業
者
以

外
の
者
（
以
下
「
建
設
工
事
等
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
ガ
ス
事
故
は
、
全
事
故
件
数

の
約
３
割
を
占
め
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

最
近
の
事
故
事
例
で
は
、
敷
地
内
水
道
工
事
に
お
い
て
、
電
動
工
具
に
て
ガ
ス
管
を
損
傷

さ
せ
た
際
に
漏
出
し
た
ガ
ス
に
着
火
し
、
作
業
員
１
名
が
負
傷
す
る
事
故
（
２
０
２
１
年
８

月
）
や
、
解
体
工
事
の
重
機
作
業
時
に
お
い
て
、
誤
っ
て
ガ
ス
管
（
灯
外
内
管
）
及
び
水
道

管
を
損
傷
し
、
損
傷
し
た
ガ
ス
管
へ
水
道
管
か
ら
の
水
が
流
入
し
た
こ
と
で
、
本
管
を
閉
塞

さ
せ
、
近
隣
の
複
数
の
建
物
に
対
す
る
供
給
支
障
事
故
（
２
０
２
２
年
２
月
）
が
あ
り
ま
し

た
。 建
設
工
事
等
に
起
因
す
る
事
故
の
原
因
と
し
て
は
、
建
設
工
事
等
事
業
者
が
、

①
ガ
ス
管

の
存
在
を
知
ら
ず
に
工
事
に
着
手
し
た
、
②
目
的
の
配
管
と
誤
っ
て
ガ
ス
管
を
切
断
し
た
、

③
ガ
ス
管
の
埋
設
位

置
を
誤
っ
て
認
識
し
て
い
た
、
④
ガ
ス
臭
に
気
付
い
た
が
そ
の
ま
ま
作

業
を
続
け
、
そ
の
後
漏
え
い
ガ
ス
に
着
火
さ
せ
た
、
⑤
ガ
ス
事
業
者
へ
事
前
照
会
を
行
っ
て

い
た
も
の
の
、
確
認
し
た
内
容
を
現
場
作
業
員
に
伝
え
て
い
な
か
っ
た

等
、
建
設
工
事
等
事

業
者
の
確
認
ミ
ス
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
建
設
工
事
等
に
お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故

の
発
生
防
止
の
観
点
か
ら
、
ガ
ス
業
界
と
協
力
し
て
建
設
工
事
等
事
業
者
に
対
す
る
啓
発
や

広
報
活
動
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
警
察
署
等

の
道
路
使
用
許
可
の
手
続
き
窓
口
等

に
お
い
て
、

ガ
ス
事
業

者
が
用
意
す
る
ガ
ス
管
損
傷

に
起
因
す
る
事
故
の
発
生
防
止
に
係
る
啓
発
・
広
報
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
を
配
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
同
封
資
料
）

・
参
考
資
料

建
設
工
事
等
事
業
者
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

経
済

産
業

省

令
和

５
年

３
月

１
０

日

国
土

交
通
省
不
動
産

・
建
設
経

済
局
建
設
業
課

課
長
補
佐

兼
重

和
明

殿

経
済

産
業

省
産

業
保

安
グ

ル
ー

プ
ガ

ス
安
全
室

室
長
補
佐

江
藤

祐
昭

建
設

工
事

等
に

お
け

る
ガ

ス
管

損
傷

事
故
の
防
止
に
つ
い
て
（
協
力
依
頼
）

ガ
ス

事
業

者
（

都
市

ガ
ス

及
び

液
化

石
油

ガ
ス

の
供
給
に
係
る
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。

）
以

外
の

者
が

行
う

建
設

工
事

等
（

道
路

関
係
工
事
、
土
木
関
係
工
事
、
建
築
関
係
工

事
、

解
体

関
係

工
事

、
上

下
水

道
関

係
工

事
そ

の
他
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い

て
、

毎
年

ガ
ス

管
を

損
傷

す
る

等
の

事
故

が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ガ
ス
事
業
者
以

外
の

者
（

以
下

「
建

設
工

事
等

事
業

者
」

と
い

う
。
）
に
よ
る
ガ
ス
事
故
は
、
全
事
故
件
数

の
約

３
割

を
占

め
る

状
況

が
続

い
て

い
ま

す
。

最
近

の
事

故
事

例
で

は
、

敷
地

内
水

道
工

事
に

お
い
て
、
電
動
工
具
に
て
ガ
ス
管
を
損
傷

さ
せ

た
際

に
漏

出
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
、

作
業

員
１
名
が
負
傷
す
る
事
故
（
２
０
２
１
年
８

月
）

や
、

解
体

工
事

の
重

機
作

業
時

に
お

い
て

、
誤
っ
て
ガ
ス
管
（
灯
外
内
管
）
及
び
水
道

管
を

損
傷

し
、

損
傷

し
た

ガ
ス

管
へ

水
道

管
か

ら
の
水
が
流
入
し
た
こ
と
で
、
本
管
を
閉
塞

さ
せ

、
近

隣
の

複
数

の
建

物
に

対
す

る
供

給
支

障
事
故
（
２
０
２
２
年
２
月
）
が
あ
り
ま
し

た
。 建

設
工

事
等

に
起

因
す

る
事

故
の

原
因

と
し

て
は
、
建
設
工
事
等
事
業
者
が
、

①
ガ
ス
管

の
存

在
を

知
ら

ず
に

工
事

に
着

手
し

た
、

②
目

的
の
配
管
と
誤
っ
て
ガ
ス
管
を
切
断
し
た
、

③
ガ

ス
管

の
埋

設
位

置
を

誤
っ

て
認

識
し

て
い

た
、
④
ガ
ス
臭
に
気
付
い
た
が
そ
の
ま
ま
作

業
を

続
け

、
そ

の
後

漏
え

い
ガ

ス
に

着
火

さ
せ

た
、
⑤
ガ
ス
事
業
者
へ
事
前
照
会
を
行
っ
て

い
た

も
の

の
、

確
認

し
た

内
容

を
現

場
作

業
員

に
伝
え
て
い
な
か
っ
た

等
、
建
設
工
事
等
事

業
者

の
確

認
ミ

ス
等

と
な

っ
て

い
ま

す
。

経
済

産
業

省
で

は
、

こ
の

よ
う

な
建

設
工

事
等

に
お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故

の
発

生
防

止
の

観
点

か
ら

、
ガ

ス
業

界
と

協
力

し
て
建
設
工
事
等
事
業
者
に
対
す
る
啓
発
や

広
報

活
動

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
各

自
治

体
に

お
け

る
建

設
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
係
る
届
出
の
手
続
き
窓
口

等
で

ガ
ス

事
業

者
が

用
意

す
る

ガ
ス

管
損

傷
事

故
の
発
生
防
止
に
係
る
啓
発
・
広
報
パ
ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
置

す
る

こ
と

に
つ

い
て

ご
協

力
を

賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
同

封
資

料
）

・
参

考
資

料
建

設
工

事
等

事
業

者
向

け
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
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・
ガ
ス
事
業

者
に
照
会
し
て
得
ら
れ
た
情
報
は
、
現
場
の
工
事
作
業
者
全
員
に
周
知
を
行

い
、
適
切
な

工
事
作
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
ガ
ス
管
が

埋
設
さ
れ
て
い
る
付
近
で
は
、
火
気
や
電
動
工
具
の
使
用
を
避
け
、
特
に
慎

重
に
手
掘
り

等
で
作
業
す
る
こ
と
。

・
敷
地
内
に
引
き
込
ま
れ
る
埋
設
ガ
ス
管
は
、
歩
道
部
や
車
道
部
の
浅
い
箇
所
に
存
在
す

る
場
合
が
多
い
た
め
、
特
に
注
意
す
る
こ
と
。

・
建
設
工
事

等
の
際
、
ガ
ス
管
又
は
ガ
ス
管
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
埋
設
管
を
見
つ
け

た
と
き
は
、

ガ
ス
事
業
者
に
連
絡
す
る
こ
と
。

・
ガ
ス
の
臭

い
を
感
じ
た
時
は
、
火
気
や
電
動
工
具
の
使
用
を
中
止
し
、
す
ぐ
に
ガ
ス
事

業
者
に
連
絡

す
る
こ
と
。

（
同
封
資
料
）

・
参
考
資
料

建
設
工
事
等
事
業
者
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

 

経
済

産
業

省 ２
０
２

３
０
３

０
９

保
局

第
４
号

令
和

５
年

３
月

１
０

日

国
土

交
通

省
水

管
理

・
国

土
保

全
局

下
水

道
部
下
水
道
事
業
課
長

殿

経
済

産
業

省
産

業
保

安
グ
ル
ー
プ
ガ
ス
安
全
室
長

建
設

工
事

等
に

お
け

る
ガ

ス
管

損
傷

事
故

の
防
止
に
つ
い
て
（
協
力
依
頼
）

ガ
ス

事
業

者
（

都
市

ガ
ス

及
び

液
化

石
油

ガ
ス

の
供
給
に
係
る
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。

）
以

外
の

者
が

行
う

建
設

工
事

等
（

道
路

関
係
工
事
、
土
木
関
係
工
事
、
建
築
関
係
工

事
、

解
体

関
係

工
事

、
上

下
水

道
関

係
工

事
そ

の
他
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い

て
、

毎
年

ガ
ス

管
を

損
傷

す
る

等
の

事
故

が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ガ
ス
事
業
者
以

外
の

者
（

以
下

「
建

設
工

事
等

事
業

者
」

と
い

う
。
）
に
よ
る
ガ
ス
事
故
は
、
全
事
故
件
数

の
約

３
割

を
占

め
る

状
況

が
続

い
て

い
ま

す
。

最
近

の
事

故
事

例
で

は
、

敷
地

内
水

道
工

事
に

お
い
て
、
電
動
工
具
に
て
ガ
ス
管
を
損
傷

さ
せ

た
際

に
漏

出
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
、

作
業

員
１
名
が
負
傷
す
る
事

故
（
２
０
２
１
年
８

月
）

や
、

解
体

工
事

の
重

機
作

業
時

に
お

い
て

、
誤
っ
て
ガ
ス
管
（

灯
外

内
管
）
及
び
水
道

管
を

損
傷

し
、

損
傷

し
た

ガ
ス

管
へ

水
道

管
か

ら
の
水
が
流
入
し
た
こ
と
で
、
本
管
を
閉
塞

さ
せ

、
近

隣
の

複
数

の
建

物
に

対
す

る
供

給
支

障
事
故
（
２
０
２
２
年
２
月
）
が
あ
り
ま
し

た
。 建

設
工

事
等

に
起

因
す

る
事

故
の

原
因

と
し

て
は
、
建
設
工
事
等
事
業
者
が
、

①
ガ
ス
管

の
存

在
を

知
ら

ず
に

工
事

に
着

手
し

た
、

②
目

的
の
配
管
と
誤
っ
て
ガ
ス
管
を
切
断
し
た
、

③
ガ

ス
管

の
埋

設
位

置
を

誤
っ

て
認

識
し

て
い

た
、
④
ガ
ス
臭
に
気
付
い
た
が
そ
の
ま
ま
作

業
を

続
け

、
そ

の
後

漏
え

い
ガ

ス
に

着
火

さ
せ

た
、
⑤
ガ
ス
事
業
者
へ
事
前
照
会
を
行
っ
て

い
た

も
の

の
、

確
認

し
た

内
容

を
現

場
作

業
員

に
伝
え
て
い
な
か
っ
た

等
、
建
設
工
事
等
事

業
者

の
確

認
ミ

ス
等

と
な

っ
て

い
ま

す
。

経
済

産
業

省
で

は
、

こ
の

よ
う

な
建

設
工

事
等

に
お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故

の
発

生
防

止
の

観
点

か
ら

、
ガ

ス
業

界
と

協
力

し
て
建
設
工
事
等
事
業
者
に
対
す
る
啓
発
や

広
報

活
動

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
こ

の
よ

う
な

建
設

工
事

等
に

お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故
の

発
生

防
止

の
観

点
か

ら
、

建
設

工
事

等
事

業
者

に
対
し
、
以
下
の
要
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
建
設

工
事

等
の

前
に

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

対
し
、
ガ
ス
管
の
有
無
、
そ
の
配
置
及
び
使

用
状
況

に
つ

い
て

照
会

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に
応
じ
、
当
該
建
設
工
事
等
に
ガ
ス
事
業

者
へ
立

会
い

を
求

め
る

こ
と

。
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経
済

産
業

省 ２
０
２

３
０
３

０
９

保
局

第
４
号

令
和

５
年

３
月

１
０

日

一
般

社
団

法
人

全
国

登
録

教
習

機
関

協
会

会
長

殿

経
済

産
業

省
産

業
保

安
グ
ル
ー
プ
ガ
ス
安
全
室
長

建
設

工
事

等
に

お
け

る
ガ

ス
管

損
傷

事
故

の
防
止
に
つ
い
て
（
協
力
依
頼
）

ガ
ス

事
業

者
（

都
市

ガ
ス

及
び

液
化

石
油

ガ
ス

の
供
給
に
係
る
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。

）
以

外
の

者
が

行
う

建
設

工
事

等
（

道
路

関
係
工
事
、
土
木
関
係
工
事
、
建
築
関
係
工

事
、

解
体

関
係

工
事

、
上

下
水

道
関

係
工

事
そ

の
他
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い

て
、

毎
年

ガ
ス

管
を

損
傷

す
る

等
の

事
故

が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ガ
ス
事
業
者
以

外
の

者
（

以
下

「
建

設
工

事
等

事
業

者
」

と
い

う
。
）
に
よ
る
ガ
ス
事
故
は
、
全
事
故
件
数

の
約

３
割

を
占

め
る

状
況

が
続

い
て

い
ま

す
。

最
近

の
事

故
事

例
で

は
、

敷
地

内
水

道
工

事
に

お
い
て
、
電
動
工
具
に
て
ガ
ス
管
を
損
傷

さ
せ

た
際

に
漏

出
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
、

作
業

員
１
名
が
負
傷
す
る
事

故
（
２
０
２
１
年
８

月
）

や
、

解
体

工
事

の
重

機
作

業
時

に
お

い
て

、
誤
っ
て
ガ
ス
管
（
灯
外
内
管
）
及
び
水
道

管
を

損
傷

し
、

損
傷

し
た

ガ
ス

管
へ

水
道

管
か

ら
の
水
が
流
入
し
た
こ
と
で
、
本
管
を
閉
塞

さ
せ

、
近

隣
の

複
数

の
建

物
に

対
す

る
供

給
支

障
事
故
（
２
０
２
２
年
２
月
）
が
あ
り
ま
し

た
。 建

設
工

事
等

に
起

因
す

る
事

故
の

原
因

と
し

て
は
、
建
設
工
事
等
事
業
者
が
、

①
ガ
ス
管

の
存

在
を

知
ら

ず
に

工
事

に
着

手
し

た
、

②
目

的
の
配
管
と
誤
っ
て
ガ
ス
管
を
切
断
し
た
、

③
ガ

ス
管

の
埋

設
位

置
を

誤
っ

て
認

識
し

て
い

た
、
④
ガ
ス
臭
に
気
付
い
た
が
そ
の
ま
ま
作

業
を

続
け

、
そ

の
後

漏
え

い
ガ

ス
に

着
火

さ
せ

た
、
⑤
ガ
ス
事
業
者
へ
事
前
照
会
を
行
っ

て

い
た

も
の

の
、

確
認

し
た

内
容

を
現

場
作

業
員

に
伝
え
て
い
な
か
っ
た

等
、
建
設
工
事
等
事

業
者

の
確

認
ミ

ス
等

と
な

っ
て

い
ま

す
。

経
済

産
業

省
で

は
、

こ
の

よ
う

な
建

設
工

事
等

に
お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
に
起
因
す
る
事
故

の
発

生
防

止
の

観
点

か
ら

、
ガ

ス
業

界
と

協
力

し
て
建
設
工
事
等
事
業
者
に
対
す
る
啓
発
や

広
報

活
動

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
登

録
教

習
機

関
に

お
い

て
、

ガ
ス
事
業
者
が
用
意
す
る
ガ
ス
管
損
傷

に

起
因

す
る

事
故

の
発

生
防

止
に

係
る

啓
発

・
広

報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
配
置

す
る
こ
と
に
つ

い
て

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

。

（
同

封
資

料
）

・
参

考
資

料
建

設
工

事
等

事
業

者
向

け
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
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お
問
い
合
わ
せ
は

H
27
⑥
  敷
地
内
工
事

ガ
ス
の
事
故
が
な
く
な
る
よ
う
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
前
に
ま
ず
確
認
！

工
事
前
に
ガ
ス
管
位
置
や
ガ
ス

が
通
じ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
。

ガ
ス
管
付
近
は
特
に
慎
重
に
手

掘
り
等
で
作
業
す
る
。

不
明
な
場
合
は

ガ
ス
事
業
者
へ
連
絡
！

ガ
ス
管
の
位
置
や
深
さ
が
不
明

な
場
合
や
ガ
ス
管
の
撤
去
・
移

設
工
事
が
必
要
な
場
合
。

そ
の
他
、必
要
に
応
じ
て
ガ
ス

事
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

情
報
は
全
員
で
共
有
！

ガ
ス
管
の
位
置
な
ど
の
情
報
は
、

図
面
な
ど
で
作
業
員
全
員
で

情
報
を
共
有
す
る
。

P
o
i
n
t

P
o
i
n
t

P
o
i
n
t

P
o
i
n
t

P
o
i
n
t

P
o
i
n
t

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ガ
ス
管
損
傷
事
故
を
防
ぐ
た
め
の

工
事
の
前
に
ガ
ス
管
の
位
置
を
し
っ
か
り
確
認
。

作
業
員
全
員
で
情
報
共
有
し
、ガ
ス
管
損
傷
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

1
2

3

ガ
ス
の
安
全

ht
tp
://
w
w
w
.m

et
i.
go

.j
p/

敷
地
内
の
工
事
に
携
わ
る
み
な
さ
ま
へ

敷
地
内
で
工
事
を
行
う
際
は
、

ガ
ス
管
の
確
認
を
！

必
ず

確
認！

ガ
ス
管
の
確
認
、

工
事
の
前
に

忘
れ
て
ま
せ
ん
か
？
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ガ
ス
の

あ
ん
し
ん

合
い
言
葉

敷
地
内
他
工
事
に
お
け
る
ガ
ス
管
損
傷
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
工
事
の
前
に
》

ガ
ス
管
の
位
置
や
ガ
ス
が
通
じ
て
い
な
い
こ
と
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

《
ガ
ス
管
近
傍
で
工
事
を
行
う
場
合
》

あ
く
ま
で
も
慎
重
に
作
業
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

《
不
明
な
点
は
》

ガ
ス
事
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
ガ
ス
臭
い
と
感
じ
た
時
》

火
気
や
電
動
工
具
の
使
用
を
避
け
、

す
ぐ
に
ガ
ス
事
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。！？

！
ち
ょ
っ
と
待
て

そ
の
す
ぐ
下
に
は

ガ
ス
管
が

建
物
の
改
築
・
解
体
・
給
排
水

工
事
な
ど
を
は
じ
め
る
前
に

ガ
ス
管
の
位
置
確
認
を
！

ガ
ス
管
の
確
認
、

工
事
の
前
に

忘
れ
て
ま
せ
ん
か
？
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工事の安全チェック工事の安全チェック
毎日、工事の前にしっかりチェック！
作業員全員で情報共有して、ガス管破損事故を防ぎましょう。

ガス管損傷事故
防止のため、

〈チェック項目〉

工事前に必ず確認！

不明な点はガス事業者へ確認！

工事はあくまでも慎重に！

作業者全員で情報共有を！

□図面などで工事前にガス管の位置を確認。
□ガス管のガスが、どこまで通じているか確認。
□ガス管付近では手掘り作業をするなど、
　作業のポイントを確認。

□ガス管の位置や深さが不明な場合。
□ガス管の撤去・移設工事が必要な場合。
□ガス管にガスが通じているか不明な場合。
□協議になかった管が出てきた場合。
※その他、必要に応じてガス事業者にご相談ください。

□工事は、ガス管の位置や深さを再度確認してから。
□ガス管の近くでは、重機を使用せず、手掘りにて
　慎重に作業を。

□ガス管の位置情報や、ガス管近くでの手掘り等作業の
　ポイントを必ず作業者全員で情報共有をお願いします。

ガスの安全
http://www.meti.go.jp/

ガスの事故がなくなるよう、皆様のご理解とご協力をお願いします。

H27

─ 11 ─

ＬＰガス事業団広報　No.224



ガ
ス
管
損
傷
に
よ
る
事
故
を
起
こ
す
と
、

ケ
ガ
・
火
傷

の
ほ
か
、

火
災
・
爆
発

な
ど
近
隣
住
民
へ
の
迷
惑
、
加
え
て

工
事
停
止

損
害
賠
償

労
働
災
害

に
発
展
し
、

会
社
に
損
失
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
安
全
確
認
！！

ガ
ス
管
調
査
窓
口
検
索

ガ
ス
管
の
位
置
が
不
明
な
場
合
、
日
本
ガ
ス
協
会
に
ア
ク
セ
ス
し
、

以
下
の
手
順
で
各
地
域
の
ガ
ス
会
社
の
「
ガ
ス
管
調
査
窓
口
」
が
確
認
で
き
ま
す
。

日
本
ガ
ス
協
会

検
索

ht
tp
s:
//
w
w
w
.g
as
.o
r.
jp
/g
as
-p
ip
e/

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
場
合

左
上
の
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン
か
ら

「
ガ
ス
管
調
査
窓
口
検
索
」を
選
び
ま
す
。

st
ep

 
1

検
索
し
た
い
都
道
府
県
ま
た
は
市
名
、

群
名
を
入
力
し「
検
索
す
る
」を
ク
リ
ッ
ク
。

st
ep

 
2

検
索
結
果
一
覧
か
ら
ガ
ス
会
社
の

連
絡
先
の
確
認
を
お
こ
な
い
ま
す
。

st
ep

 
3

1 2 3 4 5

万
一
、ガ
ス
管
を

損
傷
し
て

し
ま
っ
た
ら
…

落
ち
着
い
て
、
す
ぐ
に
ガ
ス
会
社
ま
で
連
絡
す
る
。

窓
や
ド
ア
を
開
け
て
換
気
を
す
る
。（
換
気
扇
は
使
用
し
な
い
）

火
気
や
電
動
工
具
は
使
用
し
な
い
。

※
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ッ
タ
ー
・
は
つ
り
作
業
、
配
管
切
断
作
業
で
発
生
す
る
火
花
も
着
火
源
と
な
り
ま
す
。

周
囲
へ
周
知
、
状
況
に
応
じ
て
避
難
と
避
難
誘
導
を
す
る
。

可
能
な
場
合
は
ガ
ス
の
噴
出
を
止
め
る
。

ガ
ス
漏
れ
時
の
緊
急
連
絡
先

安
全
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

－
掘
削
、
解
体
・
撤
去
、
増
改
築
・
改
装
工
事
を
さ
れ
る
皆
様
へ
－
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G
A

S

道
路
・
敷
地
内
を
掘
削
（
は
つ
り
・
カ
ッ
タ
ー
含
む
）・
杭
打
ち
・
整
地
な
ど

掘
削
工
事
を
す
る
方
へ

建
物
や
構
造
物
を
取
り
壊
す

解
体
・
撤
去
工
事
を
す
る
方
へ

既
設
建
物
や
設
備
の
改
修

増
改
築
・
改
装
工
事
を
す
る
方
へ

工 事 前 確 認 工 事 時 確 認 （ 現 場 確 認 ） 事 故 事 例

道
路
を
工
事
す
る
際
は
ガ
ス
会
社
※
へ
連
絡
・
協
議
し
ま
し
ょ
う

解
体
建
物
の
ガ
ス
管
に
ガ
ス
が
通
じ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

ガ
ス
が
通
じ
て
い
る
場
合
、
ガ
ス
会
社
へ
切
断
処
理
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う

解
体
建
物
に
別
の
建
物
の
ガ
ス
管
が
通
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

（
例
：
解
体
す
る
A
棟
の
中
に
、
B
棟
の
ガ
ス
管
が
あ
る
場
合
な
ど
）

ガ
ス
管
を
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

必
ず
ガ
ス
会
社
※
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う

不
明
な
点
は
ガ
ス
会
社
※
へ
確
認
し
ま
し
ょ
う

ガ
ス
管
を
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
ガ
ス
会
社
※
へ

連
絡
し
ま
し
ょ
う

不
明
な
点
は
ガ
ス
会
社
※
へ
確
認
し
ま
し
ょ
う

ガ
ス
管
の
図
面
は
持
っ
て
い
ま
す
か
？

工
事
範
囲
に
ガ
ス
管
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

「
ガ
ス
管
の
位
置
・
深
さ
」
は
わ
か
り
ま
す
か
？

「
ガ
ス
が
通
じ
て
い
る
か
」
わ
か
り
ま
す
か
？

ガ
ス
会
社
と
の
事
前
打
合
せ
か
ら
工
事
内
容
や
日
程
を
変
更
す
る
場
合
は
、

ガ
ス
会
社
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う

工
事
場
所
付
近
に
ガ
ス
管
の
標
示
※
が
あ
る
場
合
、

付
近
に
ガ
ス
管
が
あ
る
た
め
注
意
し
て
作
業
し
ま
し
ょ
う

工
事
場
所
付
近
に
ガ
ス
管
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
、

ガ
ス
管
付
近
は
慎
重
に
手
掘
り
で
行
い
ま
し
ょ
う

下
水
工
事
の
カ
ッ
タ
ー
作
業
中
に
ガ
ス
管
を
損
傷
。

漏
え
い
し
た
ガ
ス
を
止
め
よ
う
と
、

周
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
は
つ
っ
た
際
の
火
花
で
着
火
。

作
業
員
1
名
が
顔
面
と
両
腕
に

火
傷
を
負
い
ま
し
た
。

建
物
解
体
工
事
中
に
、
水
道
管
と
ガ
ス
管
を
損
傷
し
、

水
道
管
か
ら
噴
出
し
た
水
が
ガ
ス
管
に
入
り
、

周
辺
の
約
15
0戸
の
ガ
ス
が
ス
ト
ッ
プ
。

事
故
を
起
こ
し
た

工
事
会
社
は

多
額
の
損
害
賠
償
を

請
求
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
ス
会
社
と
の
事
前
打
合
せ
か
ら
工
事
内
容
や
日
程
を
変
更
す
る
場
合
は
、

ガ
ス
会
社
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う

作
業
対
象
に
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、

ガ
ス
管
の
切
断
処
理
を
ガ
ス
会
社
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
が
撤
去
済
で
も

ガ
ス
配
管
の
切
断
処
理
を
す
る
ま
で
は

配
管
に
は
ガ
ス
が
通
じ
て
い
ま
す
。

※【
埋
設
ガ
ス
管
の
標
示
例
】

埋
設
ガ
ス
管
に
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す

材
質
が
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
と
い
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ガ
ス
管
で
、

衝
撃
が
加
わ
る
と
破
損
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
裏
面
の「
ガ
ス
管
調
査
窓
口
検
索
」を
参
照

※
裏
面
の「
ガ
ス
管
調
査
窓
口
検
索
」を
参
照

ガ
ス
配
管
の
図
面
は
持
っ
て
い
ま
す
か
？

工
事
範
囲
に
ガ
ス
管
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

「
ガ
ス
管
の
位
置
」
は
わ
か
り
ま
す
か
？

「
ガ
ス
が
通
じ
て
い
る
か
」
わ
か
り
ま
す
か
？

ガ
ス
管
を
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
ガ
ス
会
社
※
へ

連
絡
し
ま
し
ょ
う

不
明
な
点
は
ガ
ス
会
社
※
へ
確
認
し
ま
し
ょ
う

ガ
ス
会
社
と
の
事
前
打
合
せ
か
ら
工
事
内
容
や
日
程
を
変
更
す
る
場
合
は
、

ガ
ス
会
社
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
作
業
す
る
配
管
が
目
的
の
配
管
で
間
違
い
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う

は
つ
り
・
穴
あ
け
・
壊
し
作
業
付
近
に
ガ
ス
管
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
場
合
、
ガ
ス
管
付
近
は
慎
重
に
作
業
し
ま
し
ょ
う

※
裏
面
の「
ガ
ス
管
調
査
窓
口
検
索
」を
参
照

道
路

敷
地
内

標
示
杭

標
示
ピ
ン

標
示
シ
ー
ル

ガ
ス
管
標
示
シ
ー
ル

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
ガ
ス
管
を

ド
リ
ル
に
よ
り
損
傷
し
た
例

ガ
ス
メ
ー
タ
ー

【
露
出
ガ
ス
管
の
標
示
例
】

【
ガ
ス
管
損
傷
の
例
】

注
意
！

注
意
！

G
A

S

改
修
工
事
に
伴
う
排
水
管
工
事
の
際
、

設
備
図
面
の
十
分
な
確
認
を
せ
ず
排
水
管
と
思
い
込
み
、

ガ
ス
が
通
じ
て
い
る
ガ
ス
管
に
穴
を
あ
け
、

電
動
工
具
の
火
花
で
着
火
。

作
業
員
１
名
が

火
傷
を
負
い
ま
し
た
。

安
全
確
認
基
本
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

必
ず
や
ろ
う
＞＞
＞

ガ ス

水
道

ガ
ス
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経 済 産 業 省

２０２３０３０９保局第５号

令 和 ５ 年 ３ 月 １ ０ 日

一般財団法人全国ＬＰガス保安共済事業団

理事長 殿

経済産業省産業保安グループガス安全室長

住宅塗装工事等におけるガス機器の給気・排気部の閉塞による一

酸化炭素中毒事故の防止について（協力依頼）

標記の件について、国土交通省不動産・建設経済局建設市場整備課長に対

し、塗装工事業者等宛て要請するよう協力依頼を行いました。協力依頼の文書

は、経済産業省ホームページに掲載しておりますので、その旨お知らせしま

す。

また、同様な事故の防止の観点から、貴団体においても会員のガス事業者等

が次の点を消費者等に対し注意喚起するよう御依頼願います。

・建物外壁の塗装工事等が行われている最中又は工事終了直後においては、

給排気設備が塞がれていないことを確認した後に、ガス機器を使用するこ

と。

─ 14 ─
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経 済 産 業 省

２０２３０３０９保局第５号

令 和 ５ 年 ３ 月 １ ０ 日

国土交通省不動産・建設経済局 建設市場整備課長 殿

経済産業省産業保安グループガス安全室長

住宅塗装工事等におけるガス機器の給気・排気部の閉塞による一

酸化炭素中毒事故の防止について（協力依頼）

標記の件について、経済産業省へ報告されたガス事故のうち、住宅塗装工事

等においてガス機器の給気・排気部が閉塞され、不完全燃焼や異常燃焼に伴う

一酸化炭素中毒及びガス機器の破損などの事故が発生しています。

最近の事故事例では、塗装事業者が瞬間湯沸器の排気トップ部を養生シート

で覆ったことで、未燃ガスが機器内部に滞留し、点火スパークにより未燃ガス

へ引火したことでパイプシャフト扉が開き、近くにいた需要家１名が負傷する

事故（２０２２年５月）がありました。

ガス機器の給気・排気部が閉塞された状態で使用した場合、爆発や異常燃焼

によりガス機器が破損するほか、酸欠や不完全燃焼による一酸化炭素中毒の発

生のおそれがあります。

このことから、塗装工事業者等に対し、下記の要請を行っていただきますよ

うお願いします。

記

１ 養生を行う場合には、ガス機器の給気部及び排気部を塞がないこと。

２ やむを得ずガス機器の給気・排気部をビニールシート等で塞ぐ場合に

は、当該ビニールシート等を取り除くまではガス機器を使用しないよ

う、確実に住人へ周知徹底すること。

３ 工事終了後は、速やかに養生のためのビニールシート等を外すこと。

（参考資料）

・塗装等工事関係者向け注意喚起チラシ
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ガ
ス
の
事
故
が
な
く
な
る
よ
う

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ガ
ス
の
安
全
見
直
し
隊

お
問
い
合
わ
せ
は

ht
tp
://
w
w
w
.m

et
i.
go

.j
p/

外
壁
塗
装
工
事
に
伴
い
、ガ
ス
機
器
の
異
常
着
火
、ガ
ス
臭
、

排
気
ガ
ス
臭
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
ガ
ス
機
器
の
使
用
を
停
止
し
、ガ
ス
事
業
者
へ
連
絡
を
！

お
名
前

ご
住
所

ご
近
所

の
目
標

そ
の
場

の
状
況

H
25
⑦
  外
装
塗
装

「
ガ
ス
臭
い
」 、「
警
報
器
が
鳴
っ
た
」 な
ど
の

異
常
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
ガ
ス
事
業
者
へ
連
絡
を
！

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
  
  
 〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
  
  
 〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

ガ
ス
の
事
故
が
な
く
な
る
よ
う

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ガ
ス
の
安
全

お
問
い
合
わ
せ
は

ht
tp
://
w
w
w
.m

et
i.
go

.j
p/

外
壁
塗
装
工
事
に
伴
い
、ガ
ス
機
器
の
異
常
着
火
、

ガ
ス
臭
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
ガ
ス
機
器
の
使
用
を
停
止
し
、ガ
ス
事
業
者
へ
連
絡
を
！

お
名
前

ご
住
所

ご
近
所

の
目
標

そ
の
場

の
状
況

H
27
⑦
  外
装
塗
装

「
ガ
ス
臭
い
」 、「
警
報
器
が
鳴
っ
た
」 な
ど
の

異
常
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
ガ
ス
事
業
者
へ
連
絡
を
！

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
  
  
 〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
  
  
 〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

外
壁
塗
装
工
事
・
外
壁
清
掃
工
事
・

増
改
築
工
事
を
さ
れ
る
工
事
会
社
さ
ま
へ

入
居
者
の
方
に
ガ
ス
の
使
用
禁
止
を

お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
の
際
に
、や
む
を
え
ず
排
気
筒（
煙
突
）・
換
気
扇
・

給
排
気
口
・
屋
外
式
給
湯
器
を
ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
う
場
合
、

は い 、

わ か り ま し た

た だ 今

塗 装 工 事 中 に つ き

ガ ス 機 器 は

使 わ な い で く だ さ い 。
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給
排
気
筒
ト
ッ
プ
を

ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
う

不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ガ
ス
機
器
、給
排
気
筒
等
を
ビ
ニ
ー
ル
で
お
覆
っ
た
ま
ま
ガ
ス
機
器
を
使
用
さ
れ

ま
す
と
、す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
っ
た
り
、不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
や
、

機
器
の
異
常
着
火
に
よ
る
故
障
や
火
災
の
原
因
と
な
り
大
変
危
険
で
す
。

ガ
ス
の
使
用
禁
止
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

外
壁
の
塗
装
工
事
等
で
、排
気
筒（
煙
突
）・
換
気
扇
・
給
排
気
口
・

屋
外
式
ガ
ス
給
湯
器
等
を
ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
う
と
き
は
入
居
者
の
方
に

ガ
ス
機
器
の
故
障
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

C
O

C
O

C
O

C
O

C
O

C
O

危
険
な

ケ
ー
ス
2

O

外
壁
塗
装
工
事
・

外
壁
清
掃
工
事
・

増
改
築
工
事
を
さ
れ
る

工
事
会
社
さ
ま
へ
の

ガ
ス
機
器
が
燃
焼
で
き
な
く
な
り
、未
燃
ガ
ス
が
滞
留

し
て
し
ま
い
、連
続
点
火
操
作
に
よ
り
着
火
す
る
と

ガ
ス
機
器
が
爆
発
・
火
災
に
至
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

C
O

玄
関
ド
ア
の
通
気
口
や

ふ
ろ
が
ま
の
給
気
口

換
気
扇
の

ウ
ェ
ー
ザ
ー
カ
バ
ー

屋
外
式
給
湯
器

B
F
が
ま
の
給
排
気
ト
ッ
プ

排
気
筒
ト
ッ
プ（
FE
）ま
た
は

給
排
気
筒
ト
ッ
プ（
FF
）

お
願
い
。

お
願
い
。

お
願
い
。

ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
っ
た
ま
ま
ガ
ス
機
器
を
使
用
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。

ビ
ニ
ー
ル
等

で
覆
う

ビ
ニ
ー
ル
等

で
覆
う

危
険
な

ケ
ー
ス
1

C
O

C
O

C
O

C
O

C
O

C
O

ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
う

た だ 今

塗 装 工 事 中 の た め

ガ ス 機 器 は

使 わ な い で く だ さ い 。

は い 、

わ か り ま し た

管
理
人
さ
ま
に
も
お
打
合
せ
を

共
同
住
宅
の
塗
装
等
で
工
期
が
長
く
な
る

場
合
に
は
、管
理
人
さ
ま
と
の
打
合
せ
の

上
、ガ
ス
機
器
の
使
用
制
限
等
に
つ
い
て

掲
示
板
お
よ
び
回
覧
板
等
で
お
知
ら
せ
し

て
く
だ
さ
い
。

作
業
終
了
後
は
ビ
ニ
ー
ル
等
の
覆
い
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

入
居
者
の
方
に
ガ
ス
の
使
用
禁
止
の
お
願
い
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２　参考資料

　ガス警報器工業会から、「2023年度ガス警報器リメイク運動」の一環として「2023
年度　設置・交換運動実施中！」のポスターが発行されました。
　LPガス警報器の設置率向上を図ることによりLPガス事故の減少に寄与すること
を目的に、新たなガス警報器の設置促進運動を「リメイク運動」と称し運動を展開
しているものです。
　ポスターでは、ガス警報器工業会のキャラクター「ほあんほあん（保安保安）」
を用い、ガス警報器、住宅用火災・CO警報器の交換期限（５年）を過ぎた機器の
交換を呼び掛けています。
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お問い合わせはLPガス販売店へ ※警報器の形状はメーカーや機種によって異なります。
※住宅用火災・CO警報器（居室用）は10年交換期限の製品もございます。

（一社）全国LPガス協会／高圧ガス保安協会
ガス警報器工業会

経済産業省／総務省消防庁／主婦連合会
全国女性団体連絡協議会／LPガス安全委員会

詳しく知りたい方は
こちらからアクセス！

主 催 後 援

設置・交換運動実
施
中！

2023年度

ガス漏れ事故から
みんなを守る

火災やCO事故から
家族を守る

ガス警報器 住宅用火災・
CO警報器

ガス警報器の交換期限はご存じ
ですか？ 5年

ガス警報器工業会キャラクター

ほあんほあん（保安保安）

リメイ
ク運動表彰
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5A-1

（一社）全国LPガス協会／高圧ガス保安協会
ガス警報器工業会

経済産業省／総務省消防庁／主婦連合会
全国女性団体連絡協議会／LPガス安全委員会

詳しく知りたい方は
こちらからアクセス！

主 催 後 援

お問い合わせはLPガス販売店へ ※警報器の形状はメーカーや機種によって異なります。
※住宅用火災・CO警報器（居室用）は10年交換期限の製品もございます。

ご存じですか？

ガス警報器の
交換期限は5年

設置・交換運動実施中！2023年度

ガス警報器工業会キャラクター

ほあんほあん（保安保安）

毎日に
安心を。

ガス漏れ事故から
みんなを守る

ガス警報器

火災やCO事故から
家族を守る

住宅用火災・
CO警報器

リメイ
ク運動表彰
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部のお客さまに自社配送をやっていたの
で、私も８年ほど、上溝方面のお客さま
を担当し、容器を替えながら検針もしま
した。当時は酒類販売が忙しくて、除夜
の鐘が鳴っていても配達していました。
今は酒ではなく、恵方巻きの配達が忙し
くなっています。ファミリーマート細谷
大野台店は、県内のファミリーマートで
も３位に入るほど恵方巻きを販売してい
るので、節分はＬＰガス事業のスタッフ
も配達を手伝っています。ＬＰガスのお
客さまにも恵方巻きキャンペーンを周知
していて、正月が明けて、キャンペーン
が終わってはじめて年明けを実感できま
す。

（編）：今でも、よろず屋として、地元の人た
ちに必要とされていますね。

細谷：大野台周辺は都市ガスエリアで、年々
ＬＰガス利用者も減っていますから、な
おさら「まちのあきんど」でないとやっ
ていけません。当社顧客でも都市ガスに
切り替えた方がいますが、住設機器販売
などを通じてつながりは絶やさないよう
にしています。外壁塗装、屋根の葺き替

 「まちのあきんど」として、保安に労力惜しまず 

（編）：御社はＬＰガス販売のみならず、酒類
の販売やコンビニも経営も手がけ、地域
に強く密着しています。

細谷：当社は昭和43年に設立しましたが、
当初はいわゆる「まちのよろず屋」で、
44年に酒類の販売を、48年にＬＰガス
の販売を開始しました。後に始めたコン
ビニ事業は、ファミリーマートとフラン
チャイズ契約を結び、平成２年に分社化
しました。ＬＰガス、コンビニ事業、外
商が当社の３本柱です。

　　　神奈川県ＬＰガス協会の髙橋宏昌会長
が「まちのあきんどとして、地域密着で

『まちの行灯』たれ」と協会員に呼びか
けていますが、当社はまさに「まちのあ
きんど」ですね。幼少時に、父の細谷達
司会長（前社長）がガス管工事をしてい
たのを見た記憶があります。

（編）：相模原市大野台で生まれ育った細谷社
長が、「まちのあきんど」になるまでの
経緯を教えてください。

細谷：父が昭和54年に市会議員に立候補し
たため、当時大学生だった私は20歳で
家業を継ぐことになりました。当時は一

ＬＰガス保安優良事業者を訪ねて

　今回は神奈川県相模原市に本社を置く「有限会社細谷達司商店」
を訪れ、細谷和久代表取締役社長にお話を伺いました。

───── 訪問先 ─────

有限会社細谷達司商店

細谷 和久
代表取締役社長
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え工事なども今は請け負うようにしてい
ます。引き合いを得ていて、福島県の方
からも相談がありました。お客さまが困
っていることは惜しまず対応しようと決
めています。受注した以上は責任を持っ
てしっかりやります。

（編）：ＬＰガスの保安も同じですね。
細谷：「保安なくしてガス屋はない」と考え

ています。疎かにしてはいけないのが保
安です。細谷達司会長の「お客さまに必
要とされる以上、しっかりやる」という
教えを守っています。

　　　また、ＬＰガス容器の貸し出しも、当
社ではずっと行っています。貸し出し用
の容器は約40本、業務用コンロは約30
本準備しています。

（編）：新型コロナ規制も緩和され、イベント
需要が回復しています。

細谷：お客さまからキッチンカーを始めたい
という要望を受けることもあり、30分
圏内で急行できるエリアに限定して対応
しています。車両の改造工事を手がける
機会も増えています。

（編）：顧客に必要とされる以上は、しっかり
やるというわけですね。ところで、相模
原は市内を相模川、鳩川、道保川、境川
が流れ、水害も想定されます。容器流出
防止対策はいかがでしょうか。

細谷：ハザードマップで水害リスクが予測さ
れる地域では、容器流出防止のためにチ
ェーン等の二重掛けを徹底しています。
それ以外は二重掛けこそしていないもの
の、すべて保安ベルト掛けに変更しまし
た。

（編）：保安活動や顧客への周知について、苦
労されていることはありますか。

細谷：連絡がつかないお客さまへの対応です
ね。家の外は点検できても、中は立ち合
いなしでは点検できないので苦労しま
す。日曜日の点検の場合は、社員を休ま
せないといけないので、自分でやるよう
にしています。

　　　ＬＰＷＡ集中監視は、平成27年に国
の構造改善推進事業補助金の交付を受け
て設置を進めました。ＬＰＷＡ端末を設
置しているお客さまは、なにかあれば対
応ができます。当社は集合住宅にはＬＰ
ＷＡを導入していますが、戸建てには設
置しない方針にしていて、戸建ては検針
員が月に１回訪問するようしています。
顔を合わせることで、お客さまの様子が
わかりますので、「そろそろ外壁塗装が
必要かな」などと気づいたら、ご提案す
るようにしています。

（編）：集合住宅の場合は、検針で訪問しても
自宅にいないことが多いですから、お客
さまの困り事も聞き出せません。

細谷：聞けたとしても、管理会社を通さない
といけませんから簡単には仕事を受ける
ことができません。また、当社は検針員キッチンカーの改造工事も手がける

─ 55 ─

ＬＰガス事業団広報　No.224



を５人体制で回していますが、そのうち
２人は点検調査員の免許を取得してもら
って点検も担当させようと考えていま
す。私自身も月に１回、検針で２日間か
けて秦野市と横浜市戸塚区、相模原市鳥

屋エリアを回っていて、お客さまからい
ろいろな情報を教えてもらうこともあり
ます。覚えのないガス点検の訪問を受け
ることになっている、ということも耳に
します。

 期限管理と埋設管点検、保安周知を徹底 

（編）：ＬＰガス業界全体の保安に対するお考
えを聞かせてください。消費者に起因す
る事故はかつてに比べて減少しているよ
うですが、いかがでしょうか。

細谷：マイコンメーターの普及もあります
し、コンロなどガス器具の進化も要因と
して挙げられますね。Ｓｉセンサーコン
ロなど安全装置が付いたコンロや、燃焼
器用のゴムホースの普及もあって、減っ
ているのだと思います。ただ、一時期、
ビルトインコンロのグリル火災の事例を
聞いたことがあり、消費者にはグリル皿
掃除の必要性を周知する必要がありま
す。ＬＰガス業界全体の保安レベルアッ
プのみならず、安全に関するお客さまへ
の周知も必要だと考えています。

（編）：保安への具体的な取り組みについては
いかがでしょうか。

細谷：期限管理はより丁寧にやっていく必要
があると考えます。また、地震が多いこ
とも考えると、調整器は張力式が必須で
す。可能であれば、集合住宅は容器１本
にチェーン等のダブル掛けをしたいとこ
ろです。そして、年に１回、お客さまに
保安に関する通知をすることも大事で
す。２年に１回でも良いのですが、１年
に１回、特に冬場に注意を喚起するべき
だと思います。

（編）：業界だけでなく、お客さまサイドの保

安向上も併せて行っていくということで
すね。

細谷：メーターの復帰操作を教えたとして
も、お客さまは怖いからと言って敬遠し
がちです。その場合は、訪問してしっか
り対応することが大切です。あと、頭を
悩ませているのが、「ＬＰガス容器の周
囲２ｍ以内は火気厳禁」というルールで
す。最近は隣近所で関係が薄く、住民同
士が話し合って調整することが難しくな
っています。隣に建った新築が考慮して
くれないのであれば、容器を移設するか、
防護板を付けるかで対応する必要が生じ
て、労力とコストがかかります。責任を
持って対応しますが、頭の痛い問題です。

（編）：保安には費用がかかる。
細谷：例えば、当社では特別支援教育を必要

とする児童向けの小学校設備にＬＰガス
を供給していますが、年によって設備が
使われないこともあります。仮に10年
間設備が使われなくて使用量がゼロで
も、10年経ったらメーターを取り替え
ないといけない。調整器や警報器も交換
する必要があります。費用は当社が負担
しますが、保安を徹底するには、労力と
コストがかかるということです。

（編）：４月から相模原市では、液化石油ガス
法に係わる事務・権限が市消防局に移譲
されます。
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細谷：私は神奈川県ＬＰガス協会の副会長で
もあるので、今後の立入検査についての
情報交換を消防局と行うことになってい
ます。消防局に移譲されることで、チェ
ックも細かくなるだろうと予想します。
期限管理と埋設管点検をよりしっかりと
行っていく必要があります。

（編）：県協会の副会長として、どのような取
り組みに力を入れていますか。

細谷：現在は、無償貸与・無償配管問題に取
り組んでいます。賃貸集合住宅物件へ無
償貸与することは、借家人の負担につな
がりかねず、フェアではありません。取
引の適正化を図るためにも、過剰な無償
貸与を誘引するような管理会社への対応
策を検討しています。業界全体で姿勢を
正していかないと、ＬＰガス販売店は魅

力を失っていきます。

（編）：最後に座右の銘を教えてください。
細谷：アメリカンフットボールをやっていた

のですが、ラグビーの合言葉「One for 
all, All for one」です。会員あっての
県協会だという意識で、協会活動に取り
組んでいます。会員の声をできるだけ汲
みとろうと考えています。近年、跡取り
がいなくなって、廃業せざるを得ないＬ
Ｐガス販売店も出てきています。苦しん
でいる会員の声は聞かないといけない。
自治体と災害協定を結んでいても、対応
できる販売店がいないという事態が起き
てしまうことになりかねません。だから、

「一人はみんなのために、みんなは一人
のために」を大事にしています。

　細谷和久社長は、44年もの間、ＬＰガス業界に携わっている。「まちのあきんど」として地域
住民の生活を支えるため保安の向上を図る細谷社長は、集中監視の普及と検針員による密な関係
構築という２つの施策を使い分ける。費用と労力はかかれど、保安は徹底せねばならないという
細谷社長の話からは、「まちのあきんど」としての矜持が感じられた。ＬＰガス事業に欠かせな
い姿勢は「惜しまず対応する」であることを再認識させられた。

（基本情報）
社　 名 ： 有限会社細谷達司商店

所 在 地 ： 神奈川県相模原市南区
大野台2-25-3

創 立 ： 昭和43年（1968年）７月

代 表 者 ： 代表取締役社長　細谷和久

事業内容 ： ＬＰガス・灯油・木炭・練
炭・豆炭の販売、酒・米穀
販売、コンビニ経営、タバ
コ・食料品などの販売

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

─ 57 ─

ＬＰガス事業団広報　No.224



スの拠点が鹿児島と大阪にあるので、経
済産業省本省の所管となっています。Ｌ
Ｐガス部門はＢＳ部といい、「業務主任
者会議」を年３回、「保安向上推進委員会」
という社長や会長まで加わったミーティ
ングを年２回開いています。全管理職が
招集され、営業面を含めて現状をすべて
報告します。業務主任者会議は他の支店
や関係会社もすべて含めます。グループ
のそれぞれの拠点の中身をわれわれも知
り、われわれの状況を他の拠点のメンバ
ーが知ることにもなります。

松山：業務主任者会議
では、保安の格付
けを行います。保
安査察はＢＳ部が
主 催 し、 全26拠
点を査察します。

「ランクＡ」は最
優良で90点以上、

「ランクＢ」は優
良で80点以上、「ランクＣ」は要改善で
70点以上というように格付けしていま
す。販売店を引き継いだ時点で、本来は
保安点検の遅れなどあってはいけないの

 保安レベル平準化、ガス漏れ警報器設置に注力 

（編）：御社は石油の総合商社として本社を大
阪に構え、全国で事業を展開されていま
す。ＬＰガスの販売拠点は九州では鹿児
島県のみですか。

木佐貫：ＬＰガスは大阪と鹿児島で扱ってい
ます。鹿児島支店の管轄で直売が１万件
ほどありますが、もともとは卸専業で直
売は行っていませんでした。直売の成り
立ちは、多くは廃業した販売店を引き受
けるかたちで拡大してきました。営業所
も以前は卸がメインでしたが、どちらか
というと直売の割合が多いところが増え
ています。

（編）：引き受けた販売店によって、保安のや
り方はかなり異なっていたのではありま
せんか。

松山：相当まちまちでした。販売店によって
保安レベルに差があり、ある程度整える
までに時間がかかりました。われわれが
卸元として指導不足だった面もあったと
思います。

木佐貫：「保安が先、利益は後からついてく
る」がモットーです。点検が少しでも遅
れると本社から厳しく指摘されます。ガ

ＬＰガス保安優良事業者を訪ねて

　今回は鹿児島県内に８営業所・３出張所を構え、県内全域を
カバーする鹿児島市の「日米礦油株式会社鹿児島支店」を訪問
し、木佐貫博取締役支店長と松山哲也保安設備課長にお話を伺
いました。

───── 訪問先 ─────

日米礦油株式会社鹿児島支店
木佐貫 博

取締役支店長

松山哲也保安設備課長
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  自主保安を推進、ＬＰＷＡ早期普及を目指す  

ですが、優先していても間に合わないこ
とがあります。

木佐貫：また、保安について解釈の違いを指
摘されることもあります。営業担当や点
検した者が自分は正しいと思っていて
も、実は解釈が違っていて、それが減点
対象になる。期限切れはほぼなくなりま
した。保安課で全部閲覧できるので、ど
こかの拠点で期限切れがあった場合は、
直ちに担当に問い合わせて改善報告を出
すよう指示しています。

松山：今年度の安全管理委員会スローガンは
「安全なくして安心なし・安心なくして
信頼なし・信頼なくして永続なし・永続
なくして利益なし」の順守と励行です。
毎年スローガンを掲げながら、全社員が
安全管理に高い意識を持ち、事故撲滅を
図る方針を出しています。

木佐貫：その一環として、先に述べた保安査
察のチェックが入ってくるかたちです。
毎年、保安機器の予算化を行いますが、
パソコン上で期限管理ができているので
本社がチェックしています。少ないと当
然その説明を求められます。

（編）：保安業務で特に重きを置いている取り
組みはありますか。

松山：現在注力しているのは、ガス漏れ警報
器の一般家庭への設置推進です。３カ年
計画で最終年度末に80％設置を目指し
ています。スタート当初の設置率は20
％で、１年目40％、２年目60％と、こ
こまで計画通りに設置率を上げてきまし
た。設置率が上がると設置戸数が伸び悩
んできます。今後どれだけ一般家庭に周
知していくかが課題ですが、たとえ最終
年度末で80％に届かなくても、次の四
半期で必ず達成させるというように弾力
的に取り組んでいます。

　　高齢者世帯が多く、義務として設置して
いた記憶を持つ方もあり、中には警報器
がないとかえって不安という方もいま
す。離れて暮らすお子さんが設置を勧め
るケースもありますが、それでも全顧客
に設置するのは難しい。しかし警報器の
おかげで事故が防げたという事例が現実
にあるので、高齢者を優先しながら80
％設置を目指しています。

（編）：保安の消費者への周知はどのように行
っていますか。

松山：ガスの安全な使い方を掲載したカレン
ダーを、得意先全戸に漏れなく年１回配
布しています。定期点検の際は保安の
パンフレットを持参して配っています。
10年を超える経年機器は特に念入りに
点検しますが、安全のため必ず買い替え
を勧めています。

木佐貫：保安点検はすべて自社で行っていま
す。警報器を付けたことで安心感を持っ
てもらえています。高齢者が多いので、

「警報器が鳴ったら直ちに連絡をくださ
い」「それ以外でも何か不安があったら
声をかけてください」と呼びかけていま
す。

　　　また、販売店から引き継いで直売部門
を拡大してきたので、お客さまからする
とガス屋さんの名前が変わったことにな
ります。担当者も全然知らない人に替わ
る。従来の販売店は社員の顔が見えてい
たと思いますが、われわれはどうやって
覚えてもらうかが課題です。今までと遜
色ない、それ以上のサービスを提供する
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ことを周知するため、接点を重ねて信用
してもらえるようになるところからのス
タートです。営業社員は顔写真付きの名
札を付けて、お客さまに「日米礦油の誰々
さん」と名前で呼ばれるようになりなさ
いと指導しています。

（編）：ＬＰＷＡ集中監視の普及状況はいかが
ですか。

松山：現在2,500戸、直売顧客１万件の25％
に取り付けています。再来年までに５千
戸、直売顧客の50％設置を目指してい
ます。他の卸元より少し遅れている感覚
もあります。以前は一般回線での集中監
視を行っていましたが、あまり普及して
いませんでした。しかし、今般のＬＰＷ
Ａは普及を加速させていく方針です。Ｌ
ＰＷＡで検針員の手間は確かに削減でき
ますが、今度は検針伝票や請求書をどう
するか。高齢者などスマートフォンを利
用しない層にどう普及させるのかが課題
になると思います。

木佐貫：従来の電話回線を使った集中監視
は、かなり初期の頃からやっていたので
すが、回線の進化とともに固定電話を引
かないお客さまが増えたことで、一旦は
積極的な普及拡大をしない方向になりま
した。ただ、ＬＰＷＡについては必ず普
及させないといけないと考えており、鹿
児島ではまだ25％ですが、50％の数値
目標を掲げて早く達成したいと考えてい
ます。ＬＰＷＡは非常に多くの可能性を
持っており、2025年、26年の段階で70
％、80％に普及させようというのが共
通の認識です。

（編）：これは直面する人手不足という課題に
もかかわってきます。当社に限らず人手
不足は深刻です。国がカーボンニュート
ラルや脱炭素に舵を切るなかで、化石燃

料を扱う業界に対するイメージも関係が
あるのでしょう。

木佐貫：それでもＬＰガスの仕事は絶対にな
くならないと言い切れます。都市ガスの
延伸もこれ以上はまずないというところ
まで来ています。地方ではガソリンスタ
ンドと兼業でＬＰガスも扱っている販売
店が多いですが、そういう店が突然なく
なると地域の住民が大変困ります。これ
からもしっかり守っていかなければなら
ないと思います。

松山：また、定期点検はタブレット端末を使
用していますが、２年前までは紙で行っ
ていました。タブレットを導入したこと
で、点検項目の入力が間違っていたら自
動でエラーがでるので、保安のレベルが
ある程度平準化され改善してきていま
す。社員がプロ意識を持って、間違いな
く漏れのない点検が行えるよう取り組ん
でいるところです。

（編）：定期点検の前倒しはどのように進めて
いますか。

松山：基本的に余裕を持った１カ月前倒しを
徹底しています。点検を拒否されるケー
スも鹿児島市内中心部のアパートなどで
過去にありましたが、郡部ではほとんど
ありません。

24時間集中監視システム
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　日米礦油鹿児島支店は、販売店の業務を引き継ぐかたちで直売部門を拡大してきた。販売店に
よってまちまちな保安のレベルを平準化するための苦労が垣間見えた。卸元として手本になりた
いという強い思いがうかがえた。今後の課題として挙げた、ＬＰＷＡの早期普及と点検遅れの撲
滅の達成に期待したい。

（基本情報）
社　 名 ： 日米礦油株式会社鹿児島支店

所 在 地 ： 鹿児島県鹿児島市宇宿2-1-8

責 任 者 ： 取締役支店長　木佐貫博

開　 設 ： 昭和23年（1948年）

事業内容 ： 事業内容：ＬＰガス卸・販売、
ガス機器販売、リフォーム、
環境商品販売、石油製品販売、
車両販売、車検

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

木佐貫：点検を断られる場合は、何回かポス
ティングして最終的に通知した記録が残
る書面を出します。「点検ができない場
合は供給を止めます」という文書を送る
とさすがに連絡をいただけます。

（編）：保安に関する今後の課題は何だとお考
えでしょうか。

木佐貫：ＬＰＷＡを可能な限り早期に普及さ
せていくことと、点検遅れの撲滅です。
点検の遅れは残念ながらゼロではありま
せん。保安点検はすべて自社でやると決
めて社員が行っていますが、まだまだ考
え方が浸透できているとは言えません。
１カ月どころか半年前倒しして点検を行
うことで、お客さまにどれだけ安心して
もらえるかだと思います。

松山：販売店に対する指導が至らず、引き受
けた時の保安の状況があまり整っていな
い現実があるので、保安の平準化が課題
です。容器回りの流出防止対策も早急に
すべて措置し、単段調整器を張力式にす

るなど、保安の高度化を図らないといけ
ない。卸元として手本になるためにも、
早目早目に取り組まないといけないと思
っています。

　　　流出防止対策については、供給先の約
10％が洪水浸水想定区域に当たってい
るため、そのうちの半数で措置を完了し
ています。今後は他の自然災害も踏まえ、
対象が全供給先に拡大されることを想定
して、新規の50kg容器には必ずチェー
ン・ベルトの二重掛け、20kg容器はプ
ロテクターに通す措置を施しています。

木佐貫：販売店はすべて当社の配送センター
を利用しているので、容器の流出防止対
策のことは常に話をしています。これか
らもしっかり浸透させていくことが重要
です。卸からスタートした会社だからこ
そ、きちんと細部まで保安を徹底してい
きたいです。グループの中で保安のレベ
ルが統一されているのが、究極の姿だと
思っています。
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ＬＰガス事故集計について

　当事業団においては、次のような事故を集計の対象としています。

　なお、年度の区切りは、各年10月１日午後４時から翌年の10月１日午

後４時まで（保険年度）です。

１　各都道府県ＬＰガス協会（事業団支部）から、次の類型の事故とし

て報告があったもの

①　ＬＰガスの漏えい等による事故（偶発事故）

②　ＬＰガスの漏えい等による事故（自損事故）

③　事業者の過失に起因する「ガス漏れによらない」事故

（容器を輸送、運搬、交換中、容器を転落、転倒などさせて、人

にけがをさせ、あるいは他人の自動車や施設、建物、工作物等の

一部に損傷を与えるというような事故）

２　液化石油ガス法に係る事故のうち経済産業省がニュースリリース（事

故速報）として公表したもの

３　ＬＰガス事業者賠償責任保険の幹事損害保険会社から、事故が発生

した結果、同保険により保険金を支払ったと報告があったもの
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損害区分

件数 比率 死亡 傷害 全焼壊
一部
損害

件数 比率 件数 比率

件 ％ 人 人 棟 棟 件 件 ％ 件 ％

事業者
ミス

消費者
ミス

第三者
責任

不可
抗力

原因
不明

人 人 棟 棟 件

（注）１

　事故件数は、集計日現在で事業団が把握している件数を集計している。
　損害保険会社等からの事故報告にはタイムラグがあり、保険年度終了後に報告を受ける
こともあることから、保険年度終了後にも事故件数には動きがある。
　このため、前年度の事故件数については、現段階での集計のほか、今年度の事故件数と
同様の条件で比較するために１年前の集計も併せて計上している。

ＬＰガスの漏えい
等による事故

人 身 被 害

件 件

合　　計

令令３３--１１表表  令令和和３３年年度度（（令令33..1100..11～～44..1100..11））ＬＬPPガガスス事事故故（（速速報報））集集計計表表

((令令55..33..3311現現在在    集集計計））

令和３年度 令和２年度

車、そ
の他

動産損
害

令4.3.31現在 令5.3.31現在

事故別区分

建 物 損 害事 故 件 数

　事故件数は、保険年度内に発生した件数を集計している。

自損事故

件

事業者の過失に
起因する「ガス漏
れによらない」事
故
（容器運搬中容器
が転倒し建物、車を
破損等）
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人 身 被 害

（主たる原因、要因の重複しているものはその主たるもの） 死　亡 傷　害 全焼壊 一部損害

件 　　人 　　人 　　棟 　　棟 件

  事事　　業業　　者者　　過過　　失失

（１）事業者施設における作業ミス

　　イ　充てん所、オートガススタンドにおける作業ミス

  　ロ　事業者店頭・事務所における作業ミス

（２）容器輸送・運搬中の衝突・転倒・転落等のミス

（３）容器交換に伴うミス

　　イ　容器積下ろし、交換作業時の誤操作
 　　　（容器転倒、誤ってバルブを開く等）

  　ロ　燃焼器具の使用状況を確認せず容器交換
 　　　（立消えを生ずる等）

 　 ハ　容器、調整器、配管との接続ミス・操作ミス

  　ニ　容器交換後の点検不十分・処置不適切

（４）容器設置上のミス

　　イ　屋外容器設置に関連したミス

 　　　（容器設置場所、設置方法不適切、容器転倒防止
　　　　措置なし、容器管理不良、ホースの毀損折損等）

　　ロ　容器屋内設置に関連したミス

　　ハ　予備容器置き（消費者に容器を交換させる等） 

　　ニ　残ガス容器の放置

（５）配管関係ミス

  　イ　配管の設計、施工、工事ミス 

 　 ロ　埋設管、屋外配管の腐食、毀損

  　ハ　工事未完成部分の配管端末処理不適切等

  　ニ　配管作業、修理作業中のミス、エアー抜きミス

  　ホ　その他

（６）販売貸与した器具の欠陥、不適、取付の際のミス

　　　（メーター・調整器等の取付ミス、取付後のエアー

 　　　抜きミス等を含む。）

（７）消費設備の修理作業中のミス

（８）液石法令に規定する保安業務等に伴うミス

  　（供給開始時点検・調査、容器交換時供給設備点検、

 　 　定期供給設備点検、定期消費設備調査、周知、

 　 　緊急時対応、緊急時連絡等の義務不履行・不十分・

　　　作業ミス、その他任意の点検・調査に伴うミス）

（９）バルクへの充てん等のミス

原 　　 　　　因　  　　　　別
令和３年度

令和
２年
度

建 物 損 害

令令３３--２２表表　　  ＬＬ  ＰＰ  ガガ  スス  のの  漏漏  ええ  いい  等等  にに  よよ  るる  事事  故故（（速速報報））

件　数
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  原原　　因因　　別別　　分分　　類類　　集集　　計計　　表表    （（令令和和５５年年３３月月3311日日現現在在））

人 身 被 害

（主たる原因、要因の重複しているものはその主たるもの） 死　亡 傷　害 全焼壊 一部損害

件 　　人 　　人 　　棟 　　棟 件

  消消　　費費　　者者　　過過　　失失

（１）ホース関連ミス

　　イ　ホースのゆるみ、脱落、亀裂、損傷等

 　 ロ　ホースのねずみによる被害

（２）未使用ガス栓の誤操作

（３）立消え

（４）着火不確認

（５）点火ミス

  　イ　自動点火具の不具合等に起因する点火操作の繰り返し等

　　ロ　点火順序を誤る等

　　ハ　その他（リモコン操作ミス等）

（６）元栓、器具栓の不完全閉止

（７）元栓、器具栓の閉め忘れ（消し忘れ）

（８）燃焼器具取扱上のミス

　　イ　元栓を閉めるべきところを誤って開く等の操作ミス

　　ロ　器具の置場所不適、手入れ不良等

　　ハ　誤って触れ、バルブ、器具栓が開く

　　ニ　その他（元栓を閉めずに器具を取り外す等）

（９）一酸化炭素中毒

（10）消費者自ら容器を取り扱いミス

（11）その他　

　　イ　器具の故障・不具合その他

 　 ロ　不用意な雪おろしによる器具の折損ガス漏れ

　　ハ　その他 

  第第　　三三　　者者　　責責　　任任

 （事業者、消費者ともに責任のないもの）

  不不　　可可　　抗抗　　力力
 （豪雪、落雷、暴風雨、地震等の自然変象に起因するもの。

 　ただし、施設の管理に欠陥のあるものは除く。）

  原原　　因因　　不不　　明明

 （ガス漏れあるいは爆発の原因不明、又はその責任の所在不明）

合合　　　　　　　　　　計計

  自自　　損損
（自殺、故意にホースを切断、容器バルブを開放等の犯罪行為等）

建 物 損 害

令和３年度

件　数

令和
２年
度

原 　　 　　　因　  　　　　別
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　　　損害区分          令和２年度

　 発生場所 死 亡 傷 害
全焼 ・
全　壊

一　部
焼損害

件 人 人 棟 棟 件 件

独 立 住 宅

集 合 住 宅 ・
ｱﾊﾟｰﾄ・ﾏﾝｼｮﾝ・寮

飲  食  店

店　　　 舗

旅館・ホテル

集　会　場

学 　    校

福 祉 施 設

公 共 施 設

医 療 施 設

事  務  所

工場・作業所

道　　　路

イベント会場

事業者施設

屋　　　台

移動販売車

空きテナント

空　き　地

そ　の　他

合 　　計

(注)自損事故を除く。

令令３３--３３表表　　ＬＬＰＰガガススのの漏漏ええいい等等にによよるる事事故故（（速速報報））発発生生場場所所別別発発生生件件数数とと損損害害

令和３年度(令5.3.31 現在）

件 数

人　身　被　害 建  物  損  害
令4.3.31
現　在

令5.3.31
現　在
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消費者 第三者 消費者 第三者

件 件 件 件 件 件 件 件 件 件
小計

うち販売事業者扱い

うち配送事業者扱い

うち受託認定保安機関扱い

小計

うち販売事業者扱い

うち配送事業者扱い

うち受託認定保安機関扱い

小計

うち販売事業者扱い

うち配送事業者扱い

　 うち受託認定保安機関扱い

うちスタンド扱い

小計

うち販売事業者扱い

うち配送事業者扱い

うち受託認定保安機関扱い

小計

うち販売事業者扱い

うち配送事業者扱い

うち受託認定保安機関扱い

合計

うち販売事業者扱い

うち配送業者扱い

うち受託認定保安機関扱い

うちスタンド扱い

（注）１

小計
傷　　　害 建物、

工作
物等

車、
その
他

動産

容器輸送、
運搬、交換
中における
容器の転
倒等による
事故

令5.3.31
現在

合　　計

単なる工
事、作業等
のミスによ
る事故

　　　　　　　　　　　　　損害区分

    原因区分

令和２年度

令4.3.31
現在

そ　の　他

小計

  令令３３--４４表表　　事事業業者者のの過過失失にに起起因因すするる｢｢ガガスス漏漏れれにによよららなないい｣｣事事故故集集計計表表

令和
３年度

（令5.3.31
現在）
（注３）

対  物  損  害

死　　　亡

容器運搬
具の接触
等による事
故

人　　身　　被　　害

　事故件数は、保険年度内に発生した件数を集計している。
　事故件数は、集計日現在で事業団が把握している件数を集計している。
　損害保険会社等からの事故報告にはタイムラグがあり、保険年度終了後に報告を受けることもあることか
ら、保険年度終了後にも事故件数には動きがある。
　このため、前年度の事故件数については、現時点での集計のほか、今年度の事故件数と同様の条件で比較す
るために１年前の集計も併せて計上している。

事業者施
設（建物、
塀、看板等
の工作物）
の倒壊、ガ
ススタンド
における作
業ミス等に
よる事故
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件数 比率

件 件 件 件 件 件 ％

（１）  人　力

 　　　　　小　　　　　　　　計

t1. 容器置場

t2．配管

t3．器具取付け

t4．消費設備修理

t5．保安業務

t6．バルク関係

小計

　　　　　　合　　　　　　　　　　　　計

（注）１　令和5年3月31日時点での数値です。
　　　２　四捨五入のため、比率の合計が一致しない場合があります。

令令33--55表表    事事業業者者のの過過失失にに起起因因すするる「「ガガスス漏漏れれにによよららなないい」」事事故故（（経経年年推推移移））

 そ の 他

u.ガスの供給不能

v.オートガススタンド内事故

w.上記以外

小　　　　　計

小　　　　　計

r.手押車（二輪車）等が他物に接触

s.壁に立掛けた運搬具が倒れる

小　　　　　計

t.工事、作業
  中のミス

k.その他

m.容器の積載方法が不良

n.荷台から容器が落下

o.その他

p.ワイヤーが切れる

q.フックが折れる

a.天候等で手が滑る

b.天候等で足元が滑る

g.容器設置場所が狭い

h.立てておいた容器が倒れる

i.担いだり転がしてぶつける

j.手押車から容器が転落

容器輸
送、運
搬、交換
中におけ
る容器の
転落、転
倒による
事故

c.身体のバランスを崩す

区　　　　分
令和

元年度
平成

29年度
平成

30年度

d.搬入経路に段差や坂がある

e.搬入経路の足場が不良

f.搬入経路が狭い

令和
２年度

事　　故　　原　　因 
令和

３年度

合　　計

（３）

l.ゲートから容器が落下

吊上げ
機

配送車
（パワー
ゲート）

容器運搬具の事故
（２）
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件数 比率

　　　　件 　　　　件 　　　　件 　　　　件 　　　　件    件 ％

  （内　訳）

建物

フェンス・塀

埋設管（排水・
浄化槽等）

濡損

車両等

 供給不能等で
 仕掛品不良 金属製品　2 陶磁器

美容室髪質改善
代金等

菓子工場原材
料

菓子工場原材料

炊飯中のコメ
仕掛品
（医薬品）

鶏26,000羽
飲食店営業損
失

子豚15頭 ソケット 金属製品 金属製品

化学製品 食材 コメ約４t コメ約４t

陶器 お茶 陶磁器 陶磁器

日本酒 商品タイル原材料 商品タイル原材料

料理材料 中上げ 中上げ

ブロイラー53羽

その他

ガススタンドでト
ランクに挟込み、
充てんノズル操作
ミスで負傷

容器積込み、交換
中に容器が歩行者
に接触等

その他

（エアコン室外
機、テレビ、洗
濯機、パソコ
ン、温室、水
槽、湯沸器、盆
栽、灯篭等）

人人　　　　損損

合合　　　　計計

（注）１　令和5年3月31日時点での数値です。
　　　２　四捨五入のため、比率の合計が一致しない場合があります。

物物    　　損損

令令33--66表表　　事事業業者者のの過過失失にに起起因因すするる「「ガガスス漏漏れれにによよららなないい」」事事故故のの損損害害対対象象別別分分類類

平成
29年度

         年  度 合　　計令和
２年度

令和
３年度

令和
元年度

平成
30年度 区　分
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５　令和４年度（令和4.10.1 ～ 5.10.1）ＬＰガス事故集計表
（令和5.3.31現在中間集計）

令４－１表　ＬＰガス事故（速報）集計表…………………………………………… 73

令４－２表　事業者の過失に起因する「ガス漏れによらない」事故集計表……… 74

令４－３　　ＬＰガス漏えい等事故事例……………………………………………… 75

令４－４　　事業者の過失に起因する「ガス漏れによらない」事故事例………… 76
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損害区分

件数 比率 死亡 傷害 全焼壊
一部
損害

件数 比率 件数 比率

件 ％ 人 人 棟 棟 件 件 ％ 件 ％

事業者
ミス

消費者
ミス

第三者
責任

不可
抗力

原因
不明

人 人 棟 棟 件

（注）１

　事故件数は、集計日現在で事業団が把握している件数を集計している。
　損害保険会社等からの事故報告にはタイムラグがあり、保険年度終了後に報告を受ける
こともあることから、保険年度終了後にも事故件数には動きがある。
　このため、前年度の事故件数については、現段階での集計のほか、今年度の事故件数と
同様の条件で比較するために１年前の集計も併せて計上している。

ＬＰガスの漏えい
等による事故

人 身 被 害

件 件

合　　計

令令４４--１１表表  令令和和４４年年度度（（令令44..1100..11～～55..1100..11））ＬＬPPガガスス事事故故（（速速報報））集集計計表表

((令令55..33..3311現現在在    中中間間集集計計））

令和４年度 令和３年度

車、そ
の他

動産損
害

令4.3.31現在 令5.3.31現在

事故別区分

建 物 損 害事 故 件 数

　令和４年度の数値は、保険期間（10月１日～10月１日）の中間報告であり、件数は今後
増加が見込まれる。

　事故件数は、保険年度内に発生した件数を集計している。

自損事故

件

事業者の過失に
起因する「ガス漏
れによらない」事
故
（容器運搬中容器
が転倒し建物、車を
破損等）
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消費者 第三者 消費者 第三者

件 件 件 件 件 件 件 件 件 件
小計

うち販売事業者扱い

うち配送事業者扱い

うち受託認定保安機関扱い

小計

うち販売事業者扱い

うち配送事業者扱い

うち受託認定保安機関扱い

小計

うち販売事業者扱い

うち配送事業者扱い

　 うち受託認定保安機関扱い

うちスタンド扱い

小計

うち販売事業者扱い

うち配送事業者扱い

うち受託認定保安機関扱い

小計

うち販売事業者扱い

うち配送事業者扱い

うち受託認定保安機関扱い

合計

うち販売事業者扱い

うち配送業者扱い

うち受託認定保安機関扱い

うちスタンド扱い

（注）１

令和
４年度

（令5.3.31
現在）
（注３）

対  物  損  害

死　　　亡

容器運搬
具の接触
等による事
故

人　　身　　被　　害 令和３年度

令4.3.31
現在

車、
その
他

動産

  令令４４--２２表表　　事事業業者者のの過過失失にに起起因因すするる｢｢ガガスス漏漏れれにによよららなないい｣｣事事故故集集計計表表

　事故件数は、保険年度内に発生した件数を集計している。
　事故件数は、集計日現在で事業団が把握している件数を集計している。
　損害保険会社等からの事故報告にはタイムラグがあり、保険年度終了後に報告を受けることもあることか
ら、保険年度終了後にも事故件数には動きがある。
　このため、前年度の事故件数については、現時点での集計のほか、今年度の事故件数と同様の条件で比較す
るために１年前の集計も併せて計上している。

事業者施
設（建物、
塀、看板等
の工作物）
の倒壊、ガ
ススタンド
における作
業ミス等に
よる事故

小計
傷　　　害 建物、

工作
物等

容器輸送、
運搬、交換
中における
容器の転
倒等による
事故

令5.3.31
現在

合　　計

単なる工
事、作業等
のミスによ
る事故

　　　　　　　　　　　　　損害区分

    原因区分

そ　の　他

小計

　令和４年度の数値は、保険期間（10月１日～10月１日）の中間報告であり、件数は今後増加が見込まれる。
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令４－３　ＬＰガスの漏えい等による事故事例

　ＬＰガスの漏えい等による事故（令和５年１月以降に把握したもの）について、参
考のため、その概要をご紹介いたします。

〇　令和４年９月発生　飲食店
　焼肉店のガス漏れ修繕作業において、茹で麺器とガス配管接続を取り出す際に、
土間からの立ち上がり配管を誤って損傷し、ガスが急激に漏えいしたことにより、
後方で使用中のガスレンジに引火して爆発した。立ち上がり配管損傷、土間コンク
リート解体、食材の廃棄等に損害が発生した。
　支払保険金　約104万円

〇　令和４年９月発生　店舗
　リニューアルオープンに伴う洗濯機・乾燥機（新設）の入替の際、プロパンガス
配管を誤って設置して試運転を行ったことで小爆発が起き、大型の乾燥機が破損し
た。
　支払保険金　約116万円
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令４－４　事業者の過失に起因する「ガス漏れによらない」事故事例

　事業者の過失に起因する「ガス漏れによらない」事故（令和５年１月以降に把握した
もの）について、参考のため、内容区分別に抽出してその概要をご紹介いたします。

１　容器輸送、運搬、交換中における容器の転落、転倒等による事故

〇　令和３年３月発生　その他
　容器搬入時に身体の一部が車のボディに接触して傷を付けた。
　支払保険金　約48万円

〇令和３年３月発生　集合住宅
　駐車場コンクリ－ト部分及びアスファルト部分に30㎏容器を転がし、傷を付けた。
　支払保険金　約31万円

〇令和３年７月発生　一般住宅
　顧客宅にて容器交換中に、坂になっていたため手押し車ごと容器が転がり、駐車
場に停めてあった車とバイクに接触した。
　支払保険金　約38万円

〇令和３年10月発生　一般住宅
　配送先で従業員が容器を転がして移動させる際、擁壁から容器が滑り落ちて隣家
の外壁を破損させた。
　支払保険金　約83万円

〇令和４年４月発生　工場・作業場
　容器交換の際、持っていた容器が倒れ、隣家の壁を損傷させた。
　支払保険金　約55万円

〇令和４年４月発生　一般住宅
　容器搬入のため台車を旋回させる際に踏ん張ったところ、重量に耐えられずに浄
化槽本体を破損した。
　支払保険金　約128万円
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〇令和４年６月発生　一般住宅
　20㎏容器を交換するために運搬していた際、容器を浄化槽の上部に乗せたところ、
浄化槽を破損させた。
　支払保険金　約36万円

〇令和４年７月発生　一般住宅
　容器交換の際、仮置きした引き取り容器が倒れ、顧客車両の後部に接触して損傷
させた。
　支払保険金　約32万円

〇令和４年７月発生　工場・作業場
　容器交換後、空容器をゲートに乗せる際、足をひねり転倒して容器を離したとこ
ろ、建物外壁に接触して破損させた。
　支払保険金　約53万円

〇令和４年７月４日発生　一般住宅
　容器の交換作業を実施する際、容器を倒して隣の住宅の壁にぶつかり破損させた。
　支払保険金　約59万円

〇令和４年７月発生　一般住宅
　容器交換作業が終了して容器１本を撤収しようとした際、体勢を崩して停めて
あった車両に接触した。
　支払保険金　約31万円

〇令和４年７月発生　一般住宅
　容器を運ぶ台車をトラックに立てかけていたところ、台車が動き車両に接触した。
　支払保険金　約31万円

２　容器の設置ミスによる事故

〇令和３年12月発生　一般住宅
　設置した容器固定器具（固定ベルト）取付部分から雨水が侵入し、建物外壁に濡
れ損害が発生した。
　支払保険金　約33万円
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３　販売・貸与した器具の取付工事、修理等のミスによる事故

〇令和４年７月発生　集合住宅
　天井裏に感知器を設置したところ、トタンをビスが貫通してしまい穴が開いた。
　支払保険金　約794万円

４　配管関係ミスによる事故

〇令和４年１月発生　飲食店
　ガス配管工事のため、建物壁（基礎部分）に配管用の穴開けをしたところ、ガス
配管貫通部から雨水が建物に浸透し、建物床下に浸水があった。
　支払保険金　約82万円

〇令和４年５月発生　一般住宅
　顧客宅のガス配管を施工して錆止め塗装を行った際、住居の外壁に飛散させてし
まい汚した。
　支払保険金　約86万円

〇令和４年８月発生　一般住宅
　床用のＢＯＸコックの位置決め時にテレビの画面及びブルーレイの外側に当たり
傷をつけた。
　支払保険金　約38万円

〇令和４年８月発生　一般住宅
　ガス管工事の打合せミスにより、建物土台に間違えて穴を開けてしまい損傷した。
　支払保険金　約36万円

〇令和４年８月発生　工場・作業場
　従業員が板金工場で消火器やガス管を落としてしまい、工場の車に傷を付けた。
　支払保険金　約57万円
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５　消費設備等の取付け、修理作業中のミスによる事故

〇令和３年２月発生　集合住宅
　給湯器交換時のリモコン交換中、バランスを崩し手に持っていた工具で浴室の壁
を傷つけた。
　支払保険金　約77万円

〇令和３年５月発生　集合住宅
　追い炊き機能ガス給湯器施工中、ビスが配管を貫通し水漏れが発生した。６カ月
経過後の点検の際に上記水漏れが発覚した。
　支払保険金　約1101万円

〇令和４年３月発生　集合住宅
　ガス給湯器交換時、古い給湯器のビスが外れて落下し、ガス配管を破損した。
　支払保険金　約48万円

〇令和４年６月発生　一般住宅
　ガス給湯器を外壁に設置する際、誤って別の場所に穴を開けた。
　支払保険金　約33万円

〇令和４年７月発生　集合住宅
　ガス給湯器交換施工中、給水栓誤作動により水が大量に噴出して２階及び１階の
居室内に漏水被害が生じた。
　支払保険金　約83万円

〇令和４年７月発生　事務所
　乾燥機取付において、排気ダクト施工不良により天井裏で排湿がたまり、曝露し
てしまい、天井が落ちかけた。
　支払保険金　約83万円

〇令和４年８月発生　一般住宅
　２階の居室の給湯器設置工事の際にパッキンの劣化を見落として設置したため、
水漏れが発生した。階下の居室に濡れ損が発生した。
　支払保険金　約88万円

〇令和４年９月発生　一般住宅
　給湯器取替工事の際、ガス側と給水側を間違えて施工した。水がガス管を逆流し、
ガス管を共有していた３戸のガス配管・給湯器・コンロが損害を受けた。
　支払保険金　約63万円

─ 79 ─

ＬＰガス事業団広報　No.224



〇令和４年10月発生　集合住宅
　退去に伴う給湯器の点検の際、水抜き作業を行ったが、水が完全に抜け切れてお
らず、また配管の接続が緩く給湯器から漏水し、１階の廊下共用部・居室に水濡れ
が発生した。
　支払保険金　約41万円

〇令和４年１１月発生　集合住宅
　暖房機設置に伴うダクト工事の作業中、新築工事中の建物壁に工具をぶつけてし
まい、穴を開けた。
　支払保険金　約35万円

６　点検・調査業務等に伴うミスによる事故

〇令和４年５月発生　店舗
　新規開店を控えた店舗のガスを点検した際、未接続の給湯ラインを通水状態とし
てそのままの状態としたため、店舗内に漏水が生じた。
　支払保険金　約243円（４回分合計）

〇令和４年６月発生　一般住宅
　新築住宅のガス開栓点検時に、止水栓と誤認しストレーナーを緩めたことにより
漏水した。
　支払保険金　約83万円

７　ガススタンドでの作業中のミスによる事故

〇平成28年12月発生　スタンド
　タクシーにガス充てん終了後、従業員がトランク内のバルブを止めトランクを閉
める際に、タクシーの運転手がトランク内の私物を取ろうと頭を入れたため、トラ
ンクが運転手の頭部に当たり負傷した。
　支払保険金　約174万円
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自 04.10.1
至 05.10.1

販売所数 家庭業務用 工業用 卸用

ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ｽﾀﾝﾄﾞ ﾄﾝ 事業所 ﾄﾝ 企 事 円

北海道

青  森

秋　田

岩　手

山　形

宮　城

福　島

（東北）

栃　木

茨　城

千　葉

埼　玉

群　馬

東　京

神 奈 川

新　潟

長　野

山　梨

静　岡

（関東）

愛　知

三　重

岐　阜

富　山

石　川

（中部）

東日本
小  計

企…企業数
＊ 保安機関

事…事業所数

＊ (ご注意） ※当該資料は事業団にて取扱いしている保険契約データにて作成しております。

令和４年度契約

都道府県名

　　販　　売　　ト　　ン　　数
ＬＰガススタンド 配　　送 保安機関 保険料

6
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 全Ｌ協・全 農 契 約 集 計 表

販売所数 家庭業務用 工業用 卸用

ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ｽﾀﾝﾄﾞ ﾄﾝ 事業所 ﾄﾝ 企 事 円

福　井

滋　賀

京　都

奈　良

和歌山

大　阪

兵　庫

（近畿）

鳥　取

岡　山

島　根

広　島

山　口

（中国）

徳　島

香　川

高　知

愛　媛

（四国）

福　岡

佐　賀

長　崎

大　分

熊　本

宮　崎

鹿児島

沖　縄

（九州）

西日本
小  計

合　計

（０５ ．３ ．３１）

都道府県名

　　販　　売　　ト　　ン　　数
ＬＰガススタンド 配　　送 保安機関 保険料
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自 04.10.1
至 05.10.1

1販売所当り 家 庭 業 務 用 １ 消 費 者

全Ｌ協 全　農 合　計 全Ｌ協 全　農 合　計 消費者戸数 販 売 ト ン 数 当 り 消 費 量

戸 戸 戸 戸 トン トン

北海道

青  森

秋　田

岩　手

山　形

宮　城

福　島

（東北）

栃　木

茨　城

千　葉

埼　玉

群　馬

東　京

神 奈 川

新　潟

長　野

山　梨

静　岡

（関東）

愛　知

三　重

岐　阜

富　山

石　川

（中部）

東日本
小  計

加入販売所総数………………………
工業用、卸用のみ加入販売所数…… (全Ｌ協675,全農78)
差引……………………………………

(ご注意）当該資料は事業団にて契約しているデータにて作成しております。※当該資料は事業団にて取扱いしている保険契約データにて作成しております。

＊販売所数は、家庭業務用ガス（含簡易ガス）を取扱っている販売所の数
　　　　　　　　　（工業用、卸のみ加入の販売所を除いたもの）

令和４年度契約

都道府県名
販　売　所　数 消　費　者　戸　数

7
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　消 費 者 戸 数 県 別 集 計 表

（０５ ．３ ．３１）

　　　　　消　費　者　戸　数 1販売所当り 家庭業務用 １ 消 費 者

全Ｌ協 全　農 合　計 全Ｌ協 全　農 合　計 消費者戸数 販売トン数 当り消費量

福　井

滋　賀

京　都

奈　良

和歌山

大　阪

兵　庫

（近畿）

鳥　取

岡　山

島　根

広　島

山　口

（中国）

徳　島

香　川

高　知

愛　媛

（四国）

福　岡

佐　賀

長　崎

大　分

熊　本

宮　崎

鹿児島

沖　縄

（九州）

西日本
小  計

合　計

都道府県名
販　売　所　数
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　令和５年の春を迎えました。
　去る５月８日から、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが、季節性インフルエンザな
どと同じ「５類」に移行し、この３年余り続いた生活習慣にも変化が見え始めています。以前の
ような爆発的な感染拡大が二度と起こらないことを願うばかりです。
　ライフラインを守る重要な役割を担っているＬＰガス事業者にとっては、この新型コロナウイ
ルスと共存していくに当たり、今後も、お客さまとの対応、保安対策等において困惑する状況が
続くことが想定されます。ＬＰガス事業者及び関係者の皆さまのご健闘に敬意を表します。

ＬＰガス事業団広報No.224をお届けします。

◇�　経済産業省から、建設工事等におけるガス管損傷に起因する事故の発生防止の観点から、建
設工事等におけるガス管損傷事故の防止について、建設工事等事業者に対し、協力依頼が行わ
れております。ガス事業者等の皆さまにも承知しておいていただきたい内容が盛り込まれてお
りますので、ご覧いただきますようお願いいたします。その他、関連の通知も掲載しております。

◇�　参考資料として、ガス警報器工業会が作成した「2023年度　設置・交換運動実施中！」のポ
スターを掲載させていただきました。ガス警報器などの交換期限（５年）が過ぎた機器の交換
が推奨されますよう、全国の都道府県ＬＰガス協会においても呼びかけをお願いいたします。

◇�　24回目の連載となる「ＬＰガス保安優良事業者を訪ねて」では、有限会社細谷達司商店（神
奈川県相模原市）と日米礦油株式会社鹿児島支店（鹿児島市）を訪問しました。両社のＬＰガ
ス保安に対する具体的な取り組みや今後の課題などについて詳しくお聞かせいただきました。
　�　お忙しいところ、またコロナ禍にもかかわらず、取材にご協力くださいました、有限会社細
谷達司商店の細谷和久代表取締役社長、日米礦油株式会社鹿児島支店の木佐貫博取締役支店長
と松山保安設備課長に、あらためてお礼を申し上げます。両社の益々のご発展をお祈り申し上
げます。

◇�　前号（令和５年１月発行）でお知らせしたとおり、ＬＰガス事業団広報は、今号から主に電
子媒体（PDFファイル）で発行することといたしました。今後も引き続きご覧いただきます
よう、よろしくお願いいたします。

◇�　前任の（康）編集子の後を受け、この４月から本広報誌の編集を担当することとなりました。
微力ではありますが、ＬＰガス事故が減少するよう誌面づくりに取り組んでまいります。どう
ぞよろしくお願い申し上げます。

（典）
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ＬＰガス事業団が実施している

第三者被害救済事業について

　本事業は、原則として液化石油ガス法に規定する一般消費者等の消費先において、

ＬＰガスを使用する者の故意又は過失によりＬＰガスの漏えいに起因して火災や爆

発を生じ、あるいはＬＰガスの不完全燃焼等が発生し、それらの事故によって第三

者が人身被害を蒙った場合において、その第三者を対象として、「全国ＬＰガス保安

共済事業団」として見舞金を給付し救済する制度です。

救済見舞金の額は次の基準によります。

　１　死亡見舞金	 １人定額	５０万円

　２　傷害見舞金

　　⑴　全治１ヶ月以上（重傷）	 １人定額	３０万円

　　⑵　全治１ヶ月未満（軽傷）	 １人定額	 ３万円

　　　　�　（医師の治療を必要としない程度の軽微な傷害者は除く。）

　３　後遺障害見舞金

　後遺障害者に対しては、障害の度合いに応じて、５万円から２０万円まで

の額を別途審査委員会の承認を得た上で傷害救済見舞金に加算（合算限度額

３５万円～５０万円）して給付することができます。

　詳細は、事業団（担当：調査部長）へお問い合わせください。



ＬＰガス

盗
難

台
風大

雪
地震

事
故

訴
訟 被害者

ＬＰガス事業者の皆様を
様々なリスクから保険でサポートします

NE
O ＬＰ賠

LPガス事業者賠償責任保険
ＬＰガス業務の事業者リスクに対応する制度保険

　３特約加入でさらに安心⎱

―
―⎱

―
―⎱

個人情報漏えい特約 情報漏えいリスクに対応
　　　　　＋
オプション追加加入でサイバー攻撃
対応に必要な高額な費用などを追
加補償

＋
サイバーオプション

総 合 賠 償 特 約 ｝ＬＰガス業務以外のリスクに対応
労働災害総合特約 ｝従業員・経営者を守る

LPガス供給設備機器総合保険（ＬＰライフＮＥＯ）
自然災害から事業者の資産を守り

ＬＰガスの安定的供給維持を支援する新制度

 幹事保険会社 
（東日本地区担当幹事） （西日本地区担当幹事）
損害保険ジャパン株式会社 東京海上日動火災保険株式会社

　取扱代理店　
一般財団法人　全国ＬＰガス保安共済事業団

NEW


